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取組
項目

重点
項目

取組項目名 取組機関

1 新たな関係機関参画の検討・推進 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、高崎河川国道事務所

2 優先的に実施する堤防整備（流下能力対策） 高崎河川国道事務所

3 事前防災等の必要な樹木伐採・河道掘削の実施 高崎河川国道事務所

4 雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況を把握・伝達するための施設を必要に応じて整備 群馬県、下久保ダム管理所（R3年度完了）、高崎河川国道事務所

5 堤防等の復旧を効率的に行うための水防拠点や堤防天端上の車両交換場所の整備促進 高崎河川国道事務所

6 水防資機材の配備
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県、高崎
河川国道事務所

7 市町村庁舎や災害拠点病院等の機能確保のための対策の充実 藤岡市、JR東日本高崎支社、上信電鉄

8 樋管の操作不要な無動力ゲートの導入による確実な運用体制の確保 高崎河川国道事務所

9 リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、下久保ダム
管理所、前橋地方気象台、熊谷地方気象台、JR東日本高崎支社、
高崎河川国道事務所

10 【重点】 情報伝達手段の多重化（コミュニティFM放送の整備、防災ラジオの配布、SNS配信など）
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、JR東日本高
崎支社、上信電鉄、高崎河川国道事務所

11 ライブカメラ等の情報をリアルタイムで提供
高崎市、藤岡市、玉村町（R3年度完了）、上里町、群馬県、上信電
鉄、高崎河川国道事務所

12
【重点】
R4

避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）の関連機関との連携状況や訓練の実施
等を踏まえた精度向上

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、下久保ダム管理所、
前橋地方気象台、熊谷地方気象台、JR東日本高崎支社、上信電
鉄、高崎河川国道事務所

13 【重点】 広域避難計画の策定 高崎市、藤岡市、玉村町、上里町

14 緊急避難場所の確保 高崎市（R3年度完了）

15
【重点】
R4

要配慮者利用施設における避難確保計画の作成。避難訓練の実施 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県

16 浸水想定区域内に位置する要配慮者利用施設等への情報伝達体制の確保 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町

17 洪水時におけるホットライン
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、下久保ダム管理所、
前橋地方気象台、熊谷地方気象台、JR東日本高崎支社、上信電
鉄、高崎河川国道事務所

18 市町のまちづくり担当部局等に対し、水害リスク情報を提供 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、高崎河川国道事務所
1



取組
項目

重点
項目

取組項目名 取組機関

19 不動産関連事業者に対し、不動産関係団体の研修会等で水害リスク情報を提供 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、高崎河川国道事務所

20 【重点】 市町・自主防災組織等による要配慮者の避難支援体制の推進 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、埼玉県

21 【重点】 避難場所（避難所）改善検討 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町

22 【重点】 想定し得る最大規模降雨による洪水浸水想定区域に基づく、洪水ハザードマップの普及・啓発
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県、高崎
河川国道事務所

23 気象庁で提供する防災気象情報活用に向けた普及・啓発 前橋地方気象台、熊谷地方気象台

24 地域の自主的な避難につながる避難訓練等の実施 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町

25 自主防災組織の維持と避難誘導者の担い手の指定・育成 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県

26
【重点】
R4

防災知識の向上のための住民等への説明会・出前講座等の開催
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県、下久
保ダム管理所、前橋地方気象台、熊谷地方気象台、高崎河川国
道事務所

27 【重点】
浸水想定区域内の小中学校等における水防災教育の実施
（教育委員会及び教職員と連携し、継続的な水防災教育の場を実現する。）

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県、前橋
地方気象台、熊谷地方気象台、高崎河川国道事務所

28
【重点】
R4

関係自治体等の公共施設及び公共交通機関施設等への防災関連情報の掲示やパンフレットの設
置

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県、下久
保ダム管理所、前橋地方気象台、熊谷地方気象台、JR東日本高
崎支社、上信電鉄、高崎河川国道事務所

29
【重点】
R4

浸水想定区域内の水害リスクのある住民等に対するマイ・タイムライン（避難行動計画）の作成・普
及啓発

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県、高崎
河川国道事務所

30 【重点】
災害リスクの現地表示の促進
（まるごとまちごとハザードマップの実施）

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県

31
【重点】
R4

自治体、地域住民、水防団等と洪水に対してリスクが高い区間（重要水防箇所等）の共同点検を実
施

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県、下久
保ダム管理所、前橋地方気象台、熊谷地方気象台、JR東日本高
崎支社、上信電鉄、高崎河川国道事務所

32 水防団等への連絡体制の確認と伝達訓練の実施 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県

33 【重点】 関係機関と連携した水防技術の継承等のための水防訓練の実施
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、埼玉県、前橋
地方気象台、熊谷地方気象台、高崎河川国道事務所

34 水防団員の実働者（担い手）の確保 玉村町、神川町、上里町

35
【重点】
R4

排水作業準備計画（案）に基づく関係機関と連携した緊急排水活動の実働訓練の実施 高崎市、藤岡市、群馬県、高崎河川国道事務所

36 排水作業準備計画（案）に基づく排水樋管の管理者（操作委託者）による樋管操作訓練の実施 高崎市、藤岡市、玉村町、高崎河川国道事務所 2



取組
番号

1
取組
項目名

新たな関係機関参画の検討・推進 取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、高
崎河川国道事務所

実施
内容

• 高齢者福祉部局へ情報共有
（水害時における高齢者等要配
慮者の避難行動の理解促進に
関する取組について）（各市町）

• 市町の防災部局、高齢者福祉
部局に加え、都市計画部局等
への協議会の取組共有を働き
かける（高崎河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 高齢者福祉部局へ情報提供
• 福祉部局と個別避難計画に係
る調整を実施（高崎市）

• 庁内の関連部局）との情報共有
（藤岡市）（神川町）

• 避難行動要支援者の個別避難
計画の作成作業に際し、福祉部
局（健康福祉課）と意見交換を
行っている（玉村町）

• 高齢者福祉部局、障害者福祉
部局、社会福祉協議会との避
難行動要支援者名簿及び個別
避難計画等に係る調整会議を
開催する（上里町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 継続検討・推進（高崎河川国道
事務所）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■各機関
• 防災部局からまちづくり担当部局への情報共有（R3～継続実施）
R3.5～ 情報共有を継続して実施

• 防災部局からまちづくり担当部局への情報共有（R4～継続実施）
R4.5～ 情報共有を継続して実施

まちづくりと連携した水災害対策について、
関係者等の理解促進を目指し、各市町の都
市計画部局とも情報共有を行う取組（R3～）

高崎市

まちづくり
担当部局

高崎市
福祉部局

藤岡市

まちづくり
担当部局

藤岡市
高齢者福祉部局

玉村町
まちづくり担当部局

玉村町
福祉部局（健康福祉課）

減災対策
協議会

幹事会

高崎市
（防災安全課）
（土木課）

藤岡市
（地域安全課）

群馬県

気象庁
前橋地方気象台

高崎河川国道事務所

玉村町
（環境安全課）

神川町
（防災環境課）

上里町
（くらし安全課）

埼玉県

下久保ダム
管理所

神川町
高齢者福祉部局

神川町
まちづくり担当部局

上里町
まちづくり担当部局

上里町
高齢者福祉部局
障害者福祉部局
社会福祉協議会

個別避難計画の作成作業
に際し、意見交換を実施

個別避難計画に係る
調整を実施

避難行動要支援者名簿
個別避難計画に係る
調整会議を開催

変更

減災対策
協議会

幹事会

高崎市
（防災安全課）
（土木課）

藤岡市
（地域安全課）

群馬県

気象庁
前橋地方気象台

高崎河川国道事務所

玉村町
（環境安全課）

神川町
（防災環境課）

上里町
（くらし安全課）

埼玉県

下久保ダム
管理所

R1以前
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取組
番号

2
取組
項目名

優先的に実施する堤防整備（流下能力対策） 取組機関 高崎河川国道事務所

実施
内容

• 堤防が整備されていない区間
の堤防整備

• 樋管整備

今年度
の
実施
内容

• 堤防が整備されていない区間
の堤防整備（築堤整備を実施）

• 樋管整備を実施
※R4末時点迄の整備進捗率
88％

実施
予定

• 築堤整備・樋管整備を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎河川国道事務所（高崎河川国道事務所）
• 築堤等整備 R4年度末時点迄の整備進捗率（88％）

• 根小屋地先： 根小屋第4排水樋管新設工事
金井沢川護岸他工事

• 石原地先： 石原第2樋管撤去工事
• 八町河原地先： 八町河原地先堤防補修工事

根小屋地先 樋管新設工事
八町河原地先 堤防補修工事

堤防補修工事後（R4.7末完成状況）石原地先 石原第2樋管撤去工事
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取組
番号

3
取組
項目名

事前防災等の必要な樹木伐採・河道掘削の実施 取組機関 高崎河川国道事務所

実施
内容

• 氾濫の危険エリアの解消のた
めの樹木伐採・河道掘削の実
施

• 視認性の確保のための樹木伐
採及びそのための河道掘削の
実施

今年度
の
実施
内容

• 氾濫の危険エリアの解消のた
め烏川にて河道内の樹木伐採
を実施

• 堤防の視認性確保のため、堤
防除草を実施

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎河川国道事務所（高崎河川国道事務所）
• 氾濫による危険性が特に高い等の区間において危険性を軽減させるた
めに、烏川にて流下阻害となる河道内樹木の伐採を実施している
• 堤防の視認性確保を確保し、堤防異常や堤防の健全性を確認する目的
として、堤防除草を実施し、堤防点検を実施している

R4烏川・神流川 堤防除草 位置図

堤防除草の様子

玉村町 矢川樋管
（烏川河川敷の樹木伐採状況）

←烏川

←烏川
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取組
番号

4
取組
項目名

雨量・水位等の観測データ及び洪水時の状況を把
握・伝達するための施設を必要に応じて整備

取組機関
群馬県、下久保ダム管理所（R3年度完了）、高
崎河川国道事務所

実施
内容

• 「河川氾濫に関する群馬県減災
対策協議会」で必要箇所を整理
し、危機管理型水位計、簡易型
河川監視カメラの拡充を行う
（群馬県）

• 必要に応じ、水位計、異常洪水
時の放流警報装置等の追加設
置（下久保ダム管理所）

• 必要に応じ、危機管理型水位計、
簡易河川監視カメラの追加設置
（高崎河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 河川氾濫に関する群馬県減災
対策協議会の地域部会により
作成した危機管理型水位計・河
川監視カメラの配置計画に基づ
き、整備を促進（群馬県）

• 追加設置の必要無し（下久保ダ
ム管理所）

• 機能維持のための定期的な点
検整備を継続実施（高崎河川国
道事務所）

実施
予定

• 整備後は情報発信、収集状況
の確認のほか、必要に応じて配
置計画の見直しを実施予定（群
馬県）

• 今後も必要に応じ適宜実施（高
崎河川国道事務所）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県

• 河川氾濫に関する群馬県減災対策協議会」の地域部会により作成した危機管理型水位計・河川監視カメラの配置計
画に基づき、整備を促進

■下久保ダム管理所
• 追加設置の必要無し

■高崎河川国道事務所

危機管理型水位計の追加設置、簡易型河川監視カメラの設置について、令和2年度末までに実施済
≪令和3年度≫
• 水位計：追加設置なし
• 河川監視カメラ：災害時に画像・映像によるリアリティーのある災害情報を配信できるよう、機能を限定した低コストの
河川監視カメラを烏川13.4k右岸に再設置済

≪令和4年度≫
• 追加設置なし。正確なデータ取得のため、機能維持を目的とした定期的な点検整備を継続実施。

雨量・水位観測所及び危機管理型水位計、河川監視カメラ（CCTV)設置箇所 位置図 6



取組
番号

5
取組
項目名

堤防等の復旧を効率的に行うための水防拠点や
堤防天端上の車両交換場所の整備促進

取組機関 高崎河川国道事務所

実施
内容

• 水防拠点、堤防天端上の車両
交換場所、側帯等の整備

• 全体計画の再検討
• 水防拠点として、自治体と連携
して河川防災ステーション整備

今年度
の
実施
内容

• 排水ポンプ車及び照明車等の
災害対策車両配置のための堤
防天端拡幅検討を実施

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎河川国道事務所

• 排水ポンプ車及び照明車等の災害対策車両配置のための堤防天端拡幅検討を実施

管内における大規模災害に対応した防災施設の配置計画案は、以下の方針とする

• 復旧活動を短期間で実施するための活動拠点として、河川防災ステーション整備する

• 水防活動および応急措置活動のために必要な資材の備蓄施設として、測帯を整備する

• 水防資機材運搬車両の方向転換場所及びすれ違い場所となる施設として車両交換場所、堤防天端の拡幅を検討

烏・神流川排水作業準備計画に基づく排水実働訓練（R3.8.3）において、課題として「堤防天端道路の幅員不足」が挙
がった。この課題に対応するため、堤防天端の拡幅検討を実施している。

烏・神流川排水作業準備計画に基づく排水実働訓練実施状況（R3.8.3開催）
（烏・神流川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会 第8回協議会 資料1-2より抜粋） 7



取組
番号

6
取組
項目名

水防資機材の配備 取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、高崎河川国道事務所

実施
内容

• 水防倉庫について、水防資機材リストの更
新（高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里
町、埼玉県、高崎河川国道事務所）

• 水防連絡部会を活用して関係者にリストを
共有（高崎市、玉村町、神川町、上里町、埼
玉県、高崎河川国道事務所）

• 水防資機材・水難救助資材の定期的な補
充・配備（高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、
群馬県）

• 水防団による水防工法訓練を実施（藤岡市）
• 水防団による水防資材の作成及び自主防
災組織への土のうの配布（藤岡市）

• 水防資機材の配備基準の整備（群馬県）
• 職員等への訓練・教育
• 災害対策車両・器機の定期的な点検（高崎
河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 水防資機材リストの更新（高崎市、高崎河川
国道事務所）

• 水防団による水防工法訓練を実施（藤岡市）
• 水防資材の作成及び自主防災組織への土
のうの配布（藤岡市）

• 水防資機材の補充（玉村町、神川町、高崎
河川国道事務所）

• 水防倉庫（長浜、忍保）内の資機材の管理
（上里町）

• 盛り土材や大型土のうに使用する土砂備蓄
に着手（群馬県）

• 水防資機材の配備基準の作成（群馬県）
• R4年度埼玉県水防計画に県水防倉庫の水
防資機材配置図を掲載（埼玉県）

• 災害対策車両・器機の定期的な点検（高崎
河川国道事務所）

• 職員等への訓練・教育（高崎河川国道事務
所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 盛り土材や大型土のうに使用する土砂備蓄
の計画（群馬県）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
•水防倉庫（8箇所）について、水防資機材リストの
更新

■藤岡市

• R4.5.8に水防団による水防工法訓練を実施した
• ここで作成した土のうは、自主防災組織と連携し、
地域に配布する等に活用している

■上里町

• 水防倉庫（長浜、忍保）内の資機材の管理
当町は西側に神流川、北側に烏川・利根川が流れる水防の重要性が高い地域である。
水防資機材の適切な維持管理を行い、災害を未然に防ぎ被害を軽減するため、整備しておく必要がある。

• 神流川水害予防組合（長浜）
• 坂東上流水害予防組合（忍保）

【配備内容】
鋸、掛矢、スコップ、つるはし、斧、鎌、縄、丸太杭、鉄線、麻袋、土のう袋、照明具 等

水防倉庫（長浜） 水防倉庫（忍保）
資機材リスト（長浜） 資機材リスト（忍保）

各倉庫における資機材の確認を定期的に実施

8



取組
番号

6
取組
項目名

水防資機材の配備 取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、高崎河川国道事務所

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■埼玉県

• R4年度埼玉県水防計画に県水防倉庫の水防資機
材配置図を掲載

倉庫番号
11
所在地

本庄県土整備事務所

本庄市北堀８１８－１

1トン土のう
土のう（上段）

１トン土のう

救命胴衣

土のう（上段）

テント

照明器具

ロープ

ブルーシート

胴長

ふるい

土のう（上段）

掛矢

鎌

バケツ

土のう（上段）

鋼杭

鉄線

シャベル

ツルハシ

竹ぼうき

鋸

斧

入口

■高崎河川国道事務所

• 水防倉庫（資機材保管場所4箇所、備蓄資材置き場
16箇所）及び側帯について、追加整備等に併せて
水防資機材保管リストの更新（水防資機材台帳の
点検済、上佐野倉庫へ遮水シート、大型耐候性土
のう2ｔ用、小型耐候性土のう、ブルーシート等を追
加配備した）

• 災害対策車両・器機の定期的な点検
• 職員等への訓練・教育

■玉村町

• 水防資機材の補充

■神川町
• 水防団へ救命胴衣・浮環配備（R4.8）

■群馬県

• 盛り土材や大型土のうに使用する土砂備蓄に
着手（R4.2～R4.3発注）
• 水防資機材の配備基準の作成（R3着手）

実施
内容

• 水防倉庫について、水防資機材リストの更
新（高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里
町、埼玉県、高崎河川国道事務所）

• 水防連絡部会を活用して関係者にリストを
共有（高崎市、玉村町、神川町、上里町、埼
玉県、高崎河川国道事務所）

• 水防資機材・水難救助資材の定期的な補
充・配備（高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、
群馬県）

• 水防団による水防工法訓練を実施（藤岡市）
• 水防団による水防資材の作成及び自主防
災組織への土のうの配布（藤岡市）

• 水防資機材の配備基準の整備（群馬県）
• 職員等への訓練・教育
• 災害対策車両・器機の定期的な点検（高崎
河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 水防資機材リストの更新（高崎市、高崎河川
国道事務所）

• 水防団による水防工法訓練を実施（藤岡市）
• 水防資材の作成及び自主防災組織への土
のうの配布（藤岡市）

• 水防資機材の補充（玉村町、神川町、高崎
河川国道事務所）

• 水防倉庫（長浜、忍保）内の資機材の管理
（上里町）

• 盛り土材や大型土のうに使用する土砂備蓄
に着手（群馬県）

• 水防資機材の配備基準の作成（群馬県）
• R4年度埼玉県水防計画に県水防倉庫の水
防資機材配置図を掲載（埼玉県）

• 災害対策車両・器機の定期的な点検（高崎
河川国道事務所）

• 職員等への訓練・教育（高崎河川国道事務
所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 盛り土材や大型土のうに使用する土砂備蓄
の計画（群馬県） 9



取組
番号

7
取組
項目名

市町村庁舎や災害拠点病院等の機能確保のため
の対策の充実

取組機関 藤岡市、JR東日本高崎支社、上信電鉄

実施
内容

• 災害拠点病院である公立藤岡
総合病院について、浸水リスク
について情報提供し、避難確保
計画の作成等、機能確保のた
めの対策を促す（藤岡市）

• 避難所等なる公共施設7施設に
太陽光発電及び蓄電池を導入
（藤岡市）

• 高崎支社管内の駅を災害時対
応できるよう機能強化（JR東日
本高崎支社）

• 駅舎や電力供給施設の耐水化、
非常用発電等の整備（上信電
鉄）

• 根小屋駅の避難場所の変更を
検討する（上信電鉄）

今年度
の
実施
内容

• 指定避難所及び自主避難所に
指定されている施設を対象に災
害時の停電対策として、太陽光
発電及び蓄電池を導入（藤岡
市）

• 拠点駅への旅客用災害備蓄品
の配備（JR東日本高崎支社）

• 駅舎や電力供給施設の耐水化、
非常用発電等の整備について、
検討を実施している（上信電鉄）

• 根小屋駅の避難場所の変更に
ついて、検討を実施している（上
信電鉄）

実施
予定

• 災害拠点病院である公立藤岡
総合病院について、浸水リスク
について情報提供し、避難確保
計画の作成等、機能確保のた
めの対策を促す（藤岡市）

• 継続実施（JR東日本、上信電
鉄）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市
• 指定避難所及び自主避難所に指定されている西中、第二小、日野小、総合学習センター、藤岡公民館、美土里公民
館、神流公民館を対象に災害時の停電対策として、太陽光発電及び蓄電池を導入

R4年度導入箇所：日野公民館、美九里公民館（R5.3完了）

■JR東日本高崎支社
• 拠点駅旅客用災害備蓄品の消費期限の確認、再配備を実施

■上信電鉄
• 駅舎や電力供給施設の耐水化、非常用発電等の整備について、検討を実施している
• 根小屋駅の避難場所の変更について、検討を実施している

10



取組
番号

8
取組
項目名

樋管の操作不要な無動力ゲートの導入による確実
な運用体制の確保

取組機関 高崎河川国道事務所

実施
内容

• 既存排水樋管の無動力ゲート
化の整備（フラップゲート化）（阿
久津樋管）
※R元年度（岩鼻樋管）、R2年度
（薬師堂樋管）は完成

今年度
の
実施
内容

• 阿久津樋管へのフラップゲート
（バランスウェイト式フラップ
ゲート）の導入を検討

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎河川国道事務所
確実な操作（操作遅れや操作員不足への対応）、維持管理コスト縮減
のため、操作不要な無動力ゲートの導入を試行している

以下の各樋管ゲートにフラップゲート（バランスウェイト式フラッ
プゲート）を導入する
•岩鼻樋管、薬師堂樋管：R3年度末までに実施済
•阿久津樋管：検討中

薬師堂樋管
フラップゲート化

阿久津樋管
岩鼻樋管 薬師堂樋管

フラップゲート化

岩鼻樋管
（フラップゲート化以前）

11



取組
番号

9
取組
項目名

リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信 取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、下久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊
谷地方気象台、JR東日本高崎支社、高崎河川
国道事務所

実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信
• 高齢者等情報弱者と呼ばれる市民へのプッシュ型
情報発信の研究・検討

• 登録制メールへの登録をPR（玉村町）
• 防災操作開始時等の関係機関等へ通知（下久保
ダム管理所）

• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• Web会議による説明会「地域防災支援チャンネル」
を随時実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じ各種メディアにスピーディな情報配信に
努める（JR東日本高崎支社）

• 洪水予報を気象台と共同発表（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供（高崎市、藤岡市、玉
村町、群馬県、下久保ダム管理所、前橋・熊谷地
方気象台、高崎河川国道事務所）

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信（群馬県、
高崎河川国道事務所）

• 各種情報伝達手段を活用したリアルタイムの情報
提供、プッシュ型情報配信の実施（神川町、上里
町、前橋・熊谷地方気象台）

• 洪水対応演習の実施（下久保ダム管理所）
• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• 顕著現象の予想時におけるWeb会議による説明会
を実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じたメディア発信、駅頭表示（JR東日本高
崎支社）

• 河川水位の動向に応じた洪水予報の発表を実施
（高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 区長交代に伴う対応（高崎市）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• Twitter、Facebook等SNSを用いたリアルタ
イムでの情報発信
• 区長交代、民生委員改選に伴う災害時電
話FAXサービスの登録を実施
• 配信テストの実施（計1回）
• 出水期に4回実績有

■藤岡市
• ふじおかほっとメール、防災ふじおかVoice
等にて防災情報を発信

【高崎市災害時電話FAXサービス】
≪概要≫
災害時の避難情報や避難所の解説状況などを配
信
≪対象者≫
• 65歳以上の高齢者またはその家族
• 障碍者手帳のいずれかを持っている人かその
家族
• 区長
• 民生委員
• 要配慮者利用施設
≪配信方法≫
• 固定電話
• 携帯電話
• FAX
上記のうち1つのみ登録

【ふじおかほっとメールの発信】
• 藤岡市の登録制メール配信サービスで、災害
時には、避難所開設情報等を、随時、配信して
いる

【防災ふじおかVoiceの普及推進】
• 固定電話などのダイヤルへ自動音声メッセージ
を発信する防災ふじおかVoiceの普及を促進

• 自主防災組織のリーダー・民生委員・児童委員
に登録してもらうことで地域の共助促進も図っ
た

≪（参考）R3年度 運用実績≫
台風の接近に伴う、自主避難所の開設情報等を
発信した
①R3.7.26 台風8号接近時

•土のうの配布
•自主避難所の開設・閉鎖

②R3.9.17 台風14号接近時
•自主避難所の開設・閉鎖

12



取組
番号

9
取組
項目名

リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信 取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、下久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊
谷地方気象台、JR東日本高崎支社、高崎河川
国道事務所

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■玉村町
• R3年度に導入した災害情報に関する一斉架電システム（たまボイス）の登録を促進した（R4.10他）

■高崎河川国道事務所
• 河川水位の動向に応じた「洪水予報」の発表を実施している
• 緊急速報メール（エリアメール）やTwitter等のSNSを活用し、洪水情報・大雨情報を提供している
（プッシュ型通知）

• 「川の防災情報」HPでは、河川水位やライブカメラの映像をリアルタイムに提供している

令和元年台風第19号時の
洪水予報の発令状況

「川の水位情報」HPによる
河川水位の表示例

「川の水位情報」HPによる
河川水位の表示例

実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信
• 高齢者等情報弱者と呼ばれる市民へのプッシュ型
情報発信の研究・検討

• 登録制メールへの登録をPR（玉村町）
• 防災操作開始時等の関係機関等へ通知（下久保
ダム管理所）

• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• Web会議による説明会「地域防災支援チャンネル」
を随時実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じ各種メディアにスピーディな情報配信に
努める（JR東日本高崎支社）

• 洪水予報を気象台と共同発表（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供（高崎市、藤岡市、玉
村町、群馬県、下久保ダム管理所、前橋・熊谷地
方気象台、高崎河川国道事務所）

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信（群馬県、
高崎河川国道事務所）

• 各種情報伝達手段を活用したリアルタイムの情報
提供、プッシュ型情報配信の実施（神川町、上里
町、前橋・熊谷地方気象台）

• 洪水対応演習の実施（下久保ダム管理所）
• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• 顕著現象の予想時におけるWeb会議による説明会
を実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じたメディア発信、駅頭表示（JR東日本高
崎支社）

• 河川水位の動向に応じた洪水予報の発表を実施
（高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 区長交代に伴う対応（高崎市） 13



取組
番号

9
取組
項目名

リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信 取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、下久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊
谷地方気象台、JR東日本高崎支社、高崎河川
国道事務所

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■下久保ダム管理所
• 防災操作開始時等の関係機関へ通知、川の防災情報（HP)への掲示、サイレン吹鳴、警報車によ
る巡視（台風8号 R4.8.10、台風15号 R4.9.22）
• 洪水対応演習の実施（R4.5.12、R4.6.8）

1. 下久保ダム諸量の情報提供
下久保ダムでは、ホームページにて貯水位、雨量、流入量、放流量等の情報を提供している。
また、洪水時には、洪水量に達した時から3時間毎、異常洪水時防災操作前、最大放流量時等に右図のような
リアルタイム公表を掲示する。
※なお、提供する情報は速報値のため、公表値が後で修正されることがある。
下久保ダムHP http://dum.shimokubo.com/damdata_top.php

2. 川の防災情報（国土交通省）
国土交通省においてインターネットを通じて「川の防災情報」として全国の河川・ダムの「雨量」
「水位」「河川予警報（ダムの放流通知含む）」等の情報がリアルタイムで提供される。
「川の防災情報」 パソコンから http//www.river.go.jp/

スマートフォンから http//www.river.go.jp/s/

下流河川巡視

情報表示板

リアルタイム公表の例

実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信
• 高齢者等情報弱者と呼ばれる市民へのプッシュ型
情報発信の研究・検討

• 登録制メールへの登録をPR（玉村町）
• 防災操作開始時等の関係機関等へ通知（下久保
ダム管理所）

• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• Web会議による説明会「地域防災支援チャンネル」
を随時実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じ各種メディアにスピーディな情報配信に
努める（JR東日本高崎支社）

• 洪水予報を気象台と共同発表（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供（高崎市、藤岡市、玉
村町、群馬県、下久保ダム管理所、前橋・熊谷地
方気象台、高崎河川国道事務所）

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信（群馬県、
高崎河川国道事務所）

• 各種情報伝達手段を活用したリアルタイムの情報
提供、プッシュ型情報配信の実施（神川町、上里
町、前橋・熊谷地方気象台）

• 洪水対応演習の実施（下久保ダム管理所）
• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• 顕著現象の予想時におけるWeb会議による説明会
を実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じたメディア発信、駅頭表示（JR東日本高
崎支社）

• 河川水位の動向に応じた洪水予報の発表を実施
（高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 区長交代に伴う対応（高崎市） 14



取組
番号

9
取組
項目名

リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信 取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、下久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊
谷地方気象台、JR東日本高崎支社、高崎河川
国道事務所

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■前橋地方気象台
• 引き続き気象庁HPにて、リアルタイムの情報提供（浸水キキクル・洪水キキクルなど）を継続して
いる
• 引き続き気象庁HP、防災情報提供システム（インターネット）、報道機関を通じて、プッシュ型の情
報配信（指定河川洪水予報、防災気象情報など）を継続している
• 台風説明会を2回実施した（R4.8.12、R4.9.16）
• その他、顕著現象の予想時には県及び各市町村の防災担当者を対象に、Web会議による説明会
「地域防災支援チャンネル」を随時実施（R4.7.5、R4.7.14、R4.9.22）

台風8号に関する説明会（R4.8.12） 地域防災支援チャンネル（R4.9.22）

■熊谷地方気象台
• 引き続き気象庁HPにて、リアルタイムの情報提供（浸水キキク
ル・洪水キキクルなど）を継続している
• 引き続き気象庁HP、防災情報提供システム（インターネット）、
報道機関を通じて、プッシュ型の情報配信（指定河川洪水予
報、防災気象情報など）を継続している
• 台風説明会等を5回実施した

• 大雨 R4.7.13、R4.7.15、台風8号 R4.8.12、台風14号
R4.9.16、熱帯低気圧 R4.9.22
• 県・自治体・報道機関等にZoomを使ったweb形式で開
催
• 資料を熊谷地方気象台HPに掲載
• リアルタイムで参加できなかった機関向けにYouTube
に説明動画を限定公開

台風説明会資料の一部

説明会開催（気象台）

実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信
• 高齢者等情報弱者と呼ばれる市民へのプッシュ型
情報発信の研究・検討

• 登録制メールへの登録をPR（玉村町）
• 防災操作開始時等の関係機関等へ通知（下久保
ダム管理所）

• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• Web会議による説明会「地域防災支援チャンネル」
を随時実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じ各種メディアにスピーディな情報配信に
努める（JR東日本高崎支社）

• 洪水予報を気象台と共同発表（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供（高崎市、藤岡市、玉
村町、群馬県、下久保ダム管理所、前橋・熊谷地
方気象台、高崎河川国道事務所）

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信（群馬県、
高崎河川国道事務所）

• 各種情報伝達手段を活用したリアルタイムの情報
提供、プッシュ型情報配信の実施（神川町、上里
町、前橋・熊谷地方気象台）

• 洪水対応演習の実施（下久保ダム管理所）
• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• 顕著現象の予想時におけるWeb会議による説明会
を実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じたメディア発信、駅頭表示（JR東日本高
崎支社）

• 河川水位の動向に応じた洪水予報の発表を実施
（高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 区長交代に伴う対応（高崎市） 15



取組
番号

9
取組
項目名

リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信 取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、下久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊
谷地方気象台、JR東日本高崎支社、高崎河川
国道事務所

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■上里町
• 各種情報伝達手段を活用したリアルタイムの情報提供、プッシュ型情報配信を継続している

• 防災行政無線（屋外拡声子局）による一斉放送
• 防災情報メール（登録制メール）による情報発信
• 電話応答サービス
• 町ホームページ
• フェイスブック
• 広報車による放送
• コミュニティFM放送
• 大手通信会社によるエリアメールでの発信
• テレビ埼玉によるデータ放送
• 情報入手手段を防災ガイド・ハザードマップに掲載（図
①）
• 電話応答サービス・防災情報メールの周知・啓発チラ
シ（図②） 図① 図②

■神川町
• リアルタイムの情報提供
• プッシュ型情報配信の継続

■群馬県
• 台風等の接近時に県HP、Twitter、LINE等での注意喚起を実施

■JR東日本高崎支社
• 列車の運休・遅延情報等の提供を、当社広報を通じたメディア発信、駅頭表示を実施

実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信
• 高齢者等情報弱者と呼ばれる市民へのプッシュ型
情報発信の研究・検討

• 登録制メールへの登録をPR（玉村町）
• 防災操作開始時等の関係機関等へ通知（下久保
ダム管理所）

• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• Web会議による説明会「地域防災支援チャンネル」
を随時実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じ各種メディアにスピーディな情報配信に
努める（JR東日本高崎支社）

• 洪水予報を気象台と共同発表（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災行政無線、エリアメール、防災メール、HP、電
話、広報車、TV・ラジオ等報道機関への依頼、コ
ミュニティFMによる情報提供（高崎市、藤岡市、玉
村町、群馬県、下久保ダム管理所、前橋・熊谷地
方気象台、高崎河川国道事務所）

• SNSを用いたリアルタイムでの情報発信（群馬県、
高崎河川国道事務所）

• 各種情報伝達手段を活用したリアルタイムの情報
提供、プッシュ型情報配信の実施（神川町、上里
町、前橋・熊谷地方気象台）

• 洪水対応演習の実施（下久保ダム管理所）
• 台風説明会の実施（前橋・熊谷地方気象台）
• 顕著現象の予想時におけるWeb会議による説明会
を実施（前橋地方気象台）

• 広報を通じたメディア発信、駅頭表示（JR東日本高
崎支社）

• 河川水位の動向に応じた洪水予報の発表を実施
（高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 区長交代に伴う対応（高崎市） 16



【高崎市災害時電話FAXサービス】
• 高齢者や障害のある人、避難の手助けが必要な人やその家族の人を対象に、災害時の避
難情報や避難所の開設状況などを電話やFAXで配信している。（事前登録制、R3年7月運用
開始）

【たかさき「安心ほっとメール」】
• 高崎市では登録者向けに防災情報や気象情報などをメールで知らせるたかさき「安心ほっと
メール」を整備し、平成19年度より運用開始している。

【防災TwitterやFacebook】
• 防災TwitterやFacebook等のSNSを用いて広く情報を周知している。
【㈱ラジオ高崎による災害時の緊急放送】
• 高崎市では市内を基盤としているＦＭ放送局に、災害情報の周知のための放送を要請する。
下記の放送局と協定を結び、災害発生時等に協力をして情報交換を行い、放送を利用して
住民に対して広く情報周知を図るものとする。
＜災害時協定を結んでいる放送局＞ＦＭラジオ放送76.2MＨｚ（株式会社ラジオ高崎）
このほか、市民が情報を入手する手段について、全戸配布しているハザードマップに記載する
ことにより、広く周知している。

取組
番号

10
取組
項目名

【重点】
情報伝達手段の多重化（コミュニティFM放送の整
備、防災ラジオの配布、SNS配信など）

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、JR東日本高崎支社、上信電鉄、高崎河
川国道事務所

重点項目

実施
内容

• Twitter等のSNS、テレビ、ラジ
オ、HPを活用したリアルタイム
の情報発信（各機関）

• プッシュ型情報発信の研究・検
討（高崎市）

• 情報伝達手段の追加検討（藤
岡市）

• デジタル方式に対応した戸別受
信機の配布（神川町）

今年度
の
実施
内容

• Twitter等のSNSを活用した水
防災に関する情報提供を実施
（高崎市、玉村町、神川町、高
崎河川国道事務所）

• エリアメール、防災メール、HP、
電話、TV・ラジオ等報道機関へ
の依頼、コミュニティFMによる情
報提供（高崎市、藤岡市、神川
町、群馬県、JR東日本高崎支
社、上信電鉄高崎河川国道事
務所）

• 新たな情報発信媒体の検討（藤
岡市）

• 希望者への戸別受信機配布、
（神川町）

• 屋内への情報伝達手段の導入
について検討している（上里町）

• 避難所混雑状況の掲載、GIS地
図への住宅地図追加、（群馬
県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 災害地電話FAXサービスの実施（出水期に4回実績有）
• 配信テストの実施
• たかさき「安心ほっとメール」、防災Twitter、Facebook（防災情報について配信）
• ㈱ラジオ高崎による災害時の緊急放送（Jアラートによる情報伝達訓練の参加）

■上里町
• 屋内への情報伝達手段の導入について検討している
（R4.5～）
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取組
番号

10
取組
項目名

【重点】
情報伝達手段の多重化（コミュニティFM放送の整
備、防災ラジオの配布、SNS配信など）

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、JR東日本高崎支社、上信電鉄、高崎河
川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県
• 避難所混雑状況の掲載、GIS地図への住宅地図追加、一斉エリアメール配信機能にキャリア追加を実施（R5.3）

Lアラートの導入により、市町村等から発信された情報を、様々なメディアに迅速に提供可能となる。

1.Ｌアラートは、公益目的事業として実現したサービスです。

※『Ｌアラート®』は財団と総務省の登録商標です。（登録第5802710号）
※新たな発展モデルに進化することを踏まえ、国民に分かりやすい名称という観点から、新たな名称「Ｌアラート」に変更しました。

2.地方公共団体等の公的機関から地域住民（その地域の滞在者、通過車両等を含む）に向けて発信された安心安全に関わる情報
および生活情報等を様々なメディアを通じて、迅速かつ正確に地域住民に伝えることを目的としています。住民への直接の情報
提供は対象としていません。

3.防災行政無線やホームページ、メール配信サービス等の地方公共団体単独の施策を補完する目的で、放送事業者等の様々なメ
ディアと連携し、情報ルートの多様化を目指すものです。

4.利用者自らの意思と費用（Ｌアラートを利用する為の設備およびシステム費用等）で参加いただくものです。

5.平時も含めて地域住民が必要とする公的情報が正しく、迅速に提供されるための社会基盤作りを利用者と一体となって目指すも
のです。

6.情報の発信及び受信については、標準化されたデータ形式を採用し、共通の接続インタフェースを提供することにより、利用者負
担の軽減を図ります。Ｌアラートへ1回送信するだけで、様々なメディアを通じて迅速に住民へ伝達します。
※台風第19号では、県内市町村等から計1168件の情報が集約され、報道機関等情報伝達者に即時提供された

実施
内容

• Twitter等のSNS、テレビ、ラジ
オ、HPを活用したリアルタイム
の情報発信（各機関）

• プッシュ型情報発信の研究・検
討（高崎市）

• 情報伝達手段の追加検討（藤
岡市）

• デジタル方式に対応した戸別受
信機の配布（神川町）

今年度
の
実施
内容

• Twitter等のSNSを活用した水
防災に関する情報提供を実施
（高崎市、玉村町、神川町、高
崎河川国道事務所）

• エリアメール、防災メール、HP、
電話、TV・ラジオ等報道機関へ
の依頼、コミュニティFMによる情
報提供（高崎市、藤岡市、神川
町、群馬県、JR東日本高崎支
社、上信電鉄高崎河川国道事
務所）

• 新たな情報発信媒体の検討（藤
岡市）

• 希望者への戸別受信機配布、
（神川町）

• 屋内への情報伝達手段の導入
について検討している（上里町）

• 避難所混雑状況の掲載、GIS地
図への住宅地図追加、（群馬
県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

18



取組
番号

10
取組
項目名

【重点】
情報伝達手段の多重化（コミュニティFM放送の整
備、防災ラジオの配布、SNS配信など）

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、JR東日本高崎支社、上信電鉄、高崎河
川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市
• 新たな情報発信媒体の検討
• R3.12.1に、災害情報をより分かり
易く発信するために、ホームペー
ジをリニューアルした

■玉村町
• R3年度に環境安全課公式インス
タグラムを開設し、運用している

■高崎河川国道事務所
• Twitterを活用し、出水時だけでなく、平常時
にも河川に関する現場の状況を発信中（堤
防工事の状況発信例）
• HPを活用し、河川に関する出水時のなどの
情報を発信

■神川町
• 希望者への戸別受信機配布、SNS、コミュニティFM放送による情報伝達の実施

■JR東日本高崎支社
• 当社ホームページ等への情報配信、プレス発表等を実施

■上信電鉄
• 事故や災害発生時にはホームページや社線電話により情報提供している

実施
内容

• Twitter等のSNS、テレビ、ラジ
オ、HPを活用したリアルタイム
の情報発信（各機関）

• プッシュ型情報発信の研究・検
討（高崎市）

• 情報伝達手段の追加検討（藤
岡市）

• デジタル方式に対応した戸別受
信機の配布（神川町）

今年度
の
実施
内容

• Twitter等のSNSを活用した水
防災に関する情報提供を実施
（高崎市、玉村町、神川町、高
崎河川国道事務所）

• エリアメール、防災メール、HP、
電話、TV・ラジオ等報道機関へ
の依頼、コミュニティFMによる情
報提供（高崎市、藤岡市、神川
町、群馬県、JR東日本高崎支
社、上信電鉄、高崎河川国道事
務所）

• 新たな情報発信媒体の検討（藤
岡市）

• 希望者への戸別受信機配布、
（神川町）

• 屋内への情報伝達手段の導入
について検討している（上里町）

• 避難所混雑状況の掲載、GIS地
図への住宅地図追加、（群馬
県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

19



取組
番号

11
取組
項目名

ライブカメラ等の情報をリアルタイムで提供 取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町（R3年度完了）、上里
町、群馬県、上信電鉄、高崎河川国道事務所

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市・藤岡市
• 河川のライブカメラ等の関連情報を市ホーム
ページにて提供

■玉村町
• 町ホームページに町設置の河川監視カメラ３台
に加え、県・国が設置している７台のリアルタイム
カメラの情報を集約したページを作成した

■上信電鉄
• 災害や事故等が発生した場合、関係自治体に運
行情報等をFAXにて提供している

■上里町
• 防災ガイド・ハザードマップに「川の防災情報」を
掲載

■高崎河川国道事務所
• 水位計やライブカメラの情報をリアルタイムで提供し実施している。
「川の防災情報」HPにおいて、身近な地点の情報に簡単にアクセスできるなど大雨時に必要となる川の情
報をより分かりやすく、見つけやすく提供するため、全面リニューアルを行った（R3.3）

「川の水位情報」HPによる
河川水位・河川カメラの表示例

河川カメラの表示例（高崎河川国道事務所HP）

実施
内容

• 河川のライブカメラ等の関連情報を市町
ホームページにて提供（高崎市、藤岡市、玉
村町）

• ライブカメラ等の設置の予定は無いが、国土
交通省による設置済みカメラ等の情報を活
用して情報提供する（上里町）

• 水位、雨量、河川監視カメラ画像等を一般公
開（群馬県水位雨量情報システム）

• リアルタイム水害リスク情報システムを活用
した情報提供（群馬県）

• 避難する際の住民および沿川自治体（水防
管理者）・河川管理者との有効的な情報提
供と共有体制の構築（上信電鉄）

• 水位計やライブカメラの情報をリアルタイム
で提供、必要に応じて提供箇所の追加（高
崎河川国道事務所）

• システム処理能力向上を図る（高崎河川国
道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 河川のライブカメラ等の関連情報をホーム
ページにて提供（高崎市、藤岡市、玉村町、
群馬県、高崎河川国道事務所）

• ライブカメラ等の情報を活用し河川水位の状
況把握と関係部局との情報共有（上里町）

• 「リアルタイム水害リスク情報システム」の本
格運用、一般向けサイト「かわみるぐんま」
の公開（群馬県）

• 動画対応の河川監視カメラを県内5箇所を
新たに設置し、群馬県公式YouTubeチャンネ
ル「tsulunos」で一般向け配信を実施（群馬
県）

• 関係自治体に運行情報等をFAXにて提供
（上信電鉄）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
20



河川防災情報サイト「かわみるぐんま」
• PC版URL：https://suibou-gunma.jp/
• スマホ版URL：https://mobile.suibou-gunma.jp/

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県
• 河川監視カメラ画像等を一般公開（群馬県水位雨量情報システム）
• 各機関が設置している水位計、雨量計、河川監視カメラの情報を一元化して表示できる「リアルタイム水
害リスク情報システム」の本格運用、一般向けサイト「かわみるぐんま」の公開
• 動画対応の河川監視カメラを県内5箇所を新たに設置し、群馬県公式YouTubeチャンネル「tsulunos」で
一般向け配信を実施

PC版 スマホ版
群馬県公式YouTubeチャンネル「tsulunos」
動画対応カメラを一般公開（通年）

21

取組
番号

11
取組
項目名

ライブカメラ等の情報をリアルタイムで提供 取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町（R3年度完了）、上里
町、群馬県、上信電鉄、高崎河川国道事務所

実施
内容

• 河川のライブカメラ等の関連情報を市町
ホームページにて提供（高崎市、藤岡市、玉
村町）

• ライブカメラ等の設置の予定は無いが、国土
交通省による設置済みカメラ等の情報を活
用して情報提供する（上里町）

• 水位、雨量、河川監視カメラ画像等を一般公
開（群馬県水位雨量情報システム）

• リアルタイム水害リスク情報システムを活用
した情報提供（群馬県）

• 避難する際の住民および沿川自治体（水防
管理者）・河川管理者との有効的な情報提
供と共有体制の構築（上信電鉄）

• 水位計やライブカメラの情報をリアルタイム
で提供、必要に応じて提供箇所の追加（高
崎河川国道事務所）

• システム処理能力向上を図る（高崎河川国
道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 河川のライブカメラ等の関連情報をホーム
ページにて提供（高崎市、藤岡市、玉村町、
群馬県、高崎河川国道事務所）

• ライブカメラ等の情報を活用し河川水位の状
況把握と関係部局との情報共有（上里町）

• 「リアルタイム水害リスク情報システム」の本
格運用、一般向けサイト「かわみるぐんま」
の公開（群馬県）

• 動画対応の河川監視カメラを県内5箇所を
新たに設置し、群馬県公式YouTubeチャンネ
ル「tsulunos」で一般向け配信を実施（群馬
県）

• 関係自治体に運行情報等をFAXにて提供
（上信電鉄）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施



取組
番号

12
取組
項目名

【重点】R4
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行
動計画）の関連機関との連携状況や訓練の実施
等を踏まえた精度向上

取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、下
久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊谷地方
気象台、JR東日本高崎支社、上信電鉄、高崎
河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■各機関
• 令和4年度烏川・神流川流域におけるタイムライン意見交換会を実施

【令和4年度烏川・神流川流域におけるタイムライン意見交換会の概要】
第1回 R4.6.16（木） Web会議
第2回 R4.9.14日（水） Web会議

≪対象機関≫
高崎河川国道事務所、前橋地方気象台、熊谷地方気象台、高崎市、藤岡市、玉村町、伊勢崎市、神川町、上里町、
本庄市、深谷市、群馬県県土整備部河川課、群馬県総務部危機管理課、埼玉県県土整備部河川砂防課、埼玉県危
機管理防災部災害対策課、群馬県高崎土木事務所、群馬県藤岡土木事務所、群馬県伊勢崎土木事務所、埼玉県本
庄県土整備事務所、下久保ダム管理所、東日本旅客鉄道株式会社、上信電鉄株式会社
≪テーマ≫
• タイムライン連携強化に向けた情報の共有化 → 関係市町との流域タイムラインを作成
• Web を活用したホットラインにより情報共有の迅速化と連携を強化（機器類の操作慣れを目標）
• 訓練を重ねることによりスムーズな運用を目指す

タイムライン意見交換会 実施状況 提供：下久保ダム管理所

「流域タイムライン（素案）」前橋気象台の修正案（一部抜粋）
※赤文字及び灰色文字の箇所が気象台からの修正案

■下久保ダム管理所
• 防災操作説明会を開催しダム操作や通知
内容等について意見交換を実施

■JR東日本高崎支社
• 大規模輸送障害を想定した総合防災訓練
を毎年実施し、復旧のための早期運転再
開の判断の検討している（R4.9.1）

実施
内容

• 伝達内容・手段（電話、メール、Web会議等）、
タイミングなどの関係機関との連携強化の
ための意見交換及び訓練の実施（各機関）

• 市町のタイムラインの精度向上に対する支
援（前橋・熊谷地方気象台、高崎河川国道
事務所）

• 計画運休の深度化（JR東日本高崎支社）
• 復旧のための早期運転再開の判断の検討
（JR東日本高崎支社）

• タイムラインの実行性確認、タイムラインの
実運用（高崎河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 令和4年度烏川・神流川流域におけるタイ
ムライン意見交換会を実施（各機関）

• タイムラインの更新（高崎市）
• タイムラインの実行性確認のための図上訓
練の実施検討及びタイムラインの精度向上
（藤岡市）

• 関係機関が実施する洪水予報伝達演習等
に参加（上里町）

• 防災操作説明会を開催（下久保ダム管理
所）

• 洪水対応演習を通じた訓練によるダム操
作習熟度の向上（下久保ダム管理所）

• 市町のタイムラインの精度向上に対する支
援（熊谷地方気象台）

• 復旧のための早期運転再開の判断の検討
（JR東日本高崎支社）

• 意見交換会にて実行性の確認を実施（高
崎河川国道事務所）

• 今年度は実運用の機会はなし（高崎河川
国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
22



取組
番号

12
取組
項目名

【重点】R4
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行
動計画）の関連機関との連携状況や訓練の実施
等を踏まえた精度向上

取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、下
久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊谷地方
気象台、JR東日本高崎支社、上信電鉄、高崎
河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• タイムラインの更新を実施（R4.8）

下久保ダム洪水対応演習

■下久保ダム管理所・上里町
• 洪水対応演習の実施、参加を通じたダム操作習熟度の向上（R4.5.12,R4.6.8）

洪水の発生を想定し、関係機関への情報伝達・巡視・ダム操作等について初
動対応から収束するまでの一連の流れを実働を交え演習を行った

洪水対応演習の様子（R4.5.12、R4.6.8）

■上里町
• 関係機関が実施する洪水予報伝達演習等に参加した
• Lアラート全国合同訓練（R4.5.25）
• 利根川・荒川・多摩川洪水予報伝達演習（R4.6.8）

Lアラート全国合同訓練 利根川・荒川・多摩川
洪水予報伝達演習

■上信電鉄
• 高崎河川国道事務所の協力により内容の確認を行った

実施
内容

• 伝達内容・手段（電話、メール、Web会議等）、
タイミングなどの関係機関との連携強化の
ための意見交換及び訓練の実施（各機関）

• 市町のタイムラインの精度向上に対する支
援（前橋・熊谷地方気象台、高崎河川国道
事務所）

• 計画運休の深度化（JR東日本高崎支社）
• 復旧のための早期運転再開の判断の検討
（JR東日本高崎支社）

• タイムラインの実行性確認、タイムラインの
実運用（高崎河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 令和4年度烏川・神流川流域におけるタイ
ムライン意見交換会を実施（各機関）

• タイムラインの更新（高崎市）
• タイムラインの実行性確認のための図上訓
練の実施検討及びタイムラインの精度向上
（藤岡市）

• 関係機関が実施する洪水予報伝達演習等
に参加（上里町）

• 防災操作説明会を開催（下久保ダム管理
所）

• 洪水対応演習を通じた訓練によるダム操
作習熟度の向上（下久保ダム管理所）

• 市町のタイムラインの精度向上に対する支
援（熊谷地方気象台）

• 復旧のための早期運転再開の判断の検討
（JR東日本高崎支社）

• 意見交換会にて実行性の確認を実施（高
崎河川国道事務所）

• 今年度は実運用の機会はなし（高崎河川
国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
23



取組
番号

12
取組
項目名

【重点】R4
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行
動計画）の関連機関との連携状況や訓練の実施
等を踏まえた精度向上

取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、下
久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊谷地方
気象台、JR東日本高崎支社、上信電鉄、高崎
河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■熊谷地方気象台
• 自治体からのタイムラインや避難情報の判断基準の見直しの照会や自治体との意見交換を通じて、必
要に応じて大雨警報（土砂災害）及び洪水警報の危険度分布（キキクル）、流域雨量指数の予測値等の
利活用を促進した

気象台では平常時、緊急時に市町村の防災対応への支援を実施しています
【平常時】
• 避難指示等の責任者（首長）へ気象台長が訪問し、「顔の見える関係」を構築
• 併せて担当者間との防災対策支援など連携も深める
• 人材育成研修への協力
• 警報等の基準値に係る点検・見直し・調整
• 防災気象情報の利活用状況の聞き取り調査
【緊急時】
• 台風説明会、防災メール等による支援を行う
• ホットラインによる解説・助言
• JETT（気象庁防災対応支援チーム）の派遣
• 災害時気象支援資料の提供
• 災害時の気象取りまとめ資料の提供 流域雨量指数の予測値

予測値

■藤岡市
• 河川氾濫を想定した図上訓練を実施した（R4.8.19）
• 災害情報に沿った防災行動の確認を行った
• 訓練の中で、関係機関とのホットラインを実際に繋ぐ形式で行った

実施
内容

• 伝達内容・手段（電話、メール、Web会議等）、
タイミングなどの関係機関との連携強化の
ための意見交換及び訓練の実施（各機関）

• 市町のタイムラインの精度向上に対する支
援（前橋・熊谷地方気象台、高崎河川国道
事務所）

• 計画運休の深度化（JR東日本高崎支社）
• 復旧のための早期運転再開の判断の検討
（JR東日本高崎支社）

• タイムラインの実行性確認、タイムラインの
実運用（高崎河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 令和4年度烏川・神流川流域におけるタイ
ムライン意見交換会を実施（各機関）

• タイムラインの更新（高崎市）
• タイムラインの実行性確認のための図上訓
練の実施検討及びタイムラインの精度向上
（藤岡市）

• 関係機関が実施する洪水予報伝達演習等
に参加（上里町）

• 防災操作説明会を開催（下久保ダム管理
所）

• 洪水対応演習を通じた訓練によるダム操
作習熟度の向上（下久保ダム管理所）

• 市町のタイムラインの精度向上に対する支
援（熊谷地方気象台）

• 復旧のための早期運転再開の判断の検討
（JR東日本高崎支社）

• 意見交換会にて実行性の確認を実施（高
崎河川国道事務所）

• 今年度は実運用の機会はなし（高崎河川
国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
24



取組
番号

13
取組
項目名

【重点】
広域避難計画の策定

取組機関 高崎市、藤岡市、玉村町、上里町 重点項目

実施
内容

• 先進事例の情報収集（藤岡市）
• 藤岡市と避難場所の相互利用
について調整（高崎市）

• 近隣の自治体と広域避難に関
する協議を実施（玉村町、上里
町）

• 広域避難計画の立案・策定（高
崎市・玉村町、上里町）

今年度
の
実施
内容

• 藤岡市と避難場所の相互利用
について調整を実施している
（高崎市）

• 広域避難計画の策定に係る情
報収集（藤岡市）

• 「地域防災計画」の見直しに伴
い、県や他市町村間と整合性の
とれた広域避難計画等を策定
する体制を整備（上里町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施（高崎
市）

• 広域避難計画の策定に係る情
報収集（藤岡市）

• 継続調査・研究（玉村町）
• 継続実施（上里町）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 藤岡市と避難場所の相互利用について調整を実施している

■藤岡市
• 広域避難計画の策定に係る情報収集を行った

■上里町
• 「地域防災計画」の見直しに伴い、県や他市町村間と整合性のとれた広域避難計画等を策定する体制を整備

「地域防災計画」の見直しでは、広域避難に関する項目として
• 町を越える広域避難を円滑に実施するため、県や他市町村間で整合性のとれた避難方針や避難シナリオ、
避難計画等を策定し、実施体制を整備

• 他市町村間との避難者受入れ協定の締結や受入れ対象となる洪水時に利用可能な避難所の指定を推進
を記載する
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取組
番号

14
取組
項目名

緊急避難場所の確保 取組機関 高崎市（R3年度完了）

実施
内容

• 民間等の高層建物を一時避難
場所として確保する取組を実
施

• 新町の新設体育館を避難場所
として確保

R3年度
の
実施
内容

• 新設の新町防災アリーナを避
難場所として確保

• 新設の吉井中央公園を避難場
所として確保

実施
予定

• 民間等の高層建物を一時避難
場所とすることの必要性を検討
し、引き続き研究する

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

新町防災アリーナ
（R4.4.1～運用開始）

最大2,000人を収容できる防災機能を備えた体育館

吉井中央公園
（R3.4～運用開始）

かまどベンチなど防災機能を備えた公園
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取組
番号

15
取組
項目名

【重点】R4
要配慮者利用施設における避難確保計画の作成。
避難訓練の実施

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県

重点項目

実施
内容

• 洪水浸水想定区域内で地域防災
計画に載っている全ての要配慮
者利用施設の管理者に避難確
保計画を作成させる

• 避難訓練の実施を促進
• 対象施設数、計画提出済み施設
数、避難訓練実施施設数を把握
（以上、各市町）

• 作成が進んでいない市町に働き
かけ（群馬県、埼玉県）

今年度
の
実施
内容

• R4年度中に市防災計画に記載
する洪水浸水想定区域の要配慮
者利用施設について改めて検討
を行う（高崎市）

• 要配慮者利用施設における避難
確保計画の作成及び避難訓練
について市ホームページにて周
知（藤岡市）

• 老人福祉施設1箇所について、避
難訓練を視察した（玉村町）

• 庁内の関係部局との情報共有
（神川町）

• 町ホームページに避難確保計画
の手引きや様式を掲載し作成支
援（上里町）

• 避難確保計画未作成の施設に
対し作成及び避難訓練の実施に
ついて再度依頼した（上里町）

• 未作成の施設がある市町に施設
管理者等への働きかけを依頼
（群馬県、埼玉県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 計画、避難訓練について助言（藤
岡市）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 全287施設中284施設（約99％）が計画作成済（R4.11現在）
• R4年度中に市防災計画に記載する洪水浸水想定区域の要配
慮者利用施設について改めて検討を行う

■玉村町
• 全対象施設が避難確保計画を策定済み
• 老人福祉施設1箇所について、避難訓練を視察した（R4.10）

■藤岡市
• 要配慮者利用施設における避難確保計画
の作成等を市ホームページにて周知
• 避難確保計画未作成の施設管理者等に対
し、電話連絡を実施
• R5.3.31現在、対象施設56施設のすべてにお
いて避難確保計画を作成及び提出済み

■上里町
• 町ホームページに避難確保計画の手引きや
様式を掲載し作成支援
• 避難確保計画未作成の施設に対し作成及
び避難訓練の実施について再度依頼した
• R4.9.30現在 避難確保計画作成済みの施
設全55施設の内40施設（72.7％）

■神川町
• 庁内の関連部局と情報共有
• 対象となる全施設が計画策定済み（4施設）
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取組
番号

15
取組
項目名

【重点】R4
要配慮者利用施設における避難確保計画の作成。
避難訓練の実施

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県・埼玉県
• 未作成の施設がある市町に施設管理者等への働
きかけを依頼

群馬県：第1回地域部会資料（6月下旬開催）

埼玉県：要配慮者利用施設の避難確保計画作成状況
（R4.9.30現在）

実施
内容

• 洪水浸水想定区域内で地域防災
計画に載っている全ての要配慮
者利用施設の管理者に避難確
保計画を作成させる

• 避難訓練の実施を促進
• 対象施設数、計画提出済み施設
数、避難訓練実施施設数を把握
（以上、各市町）

• 作成が進んでいない市町に働き
かけ（群馬県、埼玉県）

今年度
の
実施
内容

• R4年度中に市防災計画に記載
する洪水浸水想定区域の要配慮
者利用施設について改めて検討
を行う（高崎市）

• 要配慮者利用施設における避難
確保計画の作成及び避難訓練
について市ホームページにて周
知（藤岡市）

• 老人福祉施設1箇所について、避
難訓練を視察した（玉村町）

• 庁内の関係部局との情報共有
（神川町）

• 町ホームページに避難確保計画
の手引きや様式を掲載し作成支
援（上里町）

• 避難確保計画未作成の施設に
対し作成及び避難訓練の実施に
ついて再度依頼した（上里町）

• 未作成の施設がある市町に施設
管理者等への働きかけを依頼
（群馬県、埼玉県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 計画、避難訓練について助言（藤
岡市） 28



取組
番号

16
取組
項目名

浸水想定区域内に位置する要配慮者利用施設等
への情報伝達体制の確保

取組機関 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町

実施
内容

• 要配慮者利用施設（福祉施設、
幼稚園、保育所、介護施設）への
連絡網の確認・更新

• 情報伝達訓練（以上、高崎市、玉
村町、神川町、上里町）

• 庁舎内情報共有体制の確認と更
新（上里町）

• ホームページ等にて、避難確保
計画の作成及び避難訓練の実
施を周知（藤岡市）

今年度
の
実施
内容

• 浸水想定区域内に位置する要配
慮者施設へ電話FAXサービスの
登録を促す（高崎市）

• 市ホームページにて要配慮者利
用者施設における避難確保計画
の作成及び避難訓練の実施を周
知（藤岡市）

• 連絡体制の更新を行った（玉村
町）

• 要配慮者施設への連絡体制の
確認を実施（神川町）

• 防災行政無線（同報系）等により
情報伝達を随時実施している（上
里町）

• 避難所や避難場所となっている
一部の福祉施設については、防
災行政無線（移動系）の定期試
験を実施している（上里町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 担当部局より未登録施設に対し登録の案内を実施

■藤岡市
• 市ホームページにて要配慮者利用者施設における避難確保計画の作成等を周知
• R5.3.31現在、対象施設56施設のすべてにおいて避難確保計画を作成及び提出済み

■玉村町
• 連絡体制の更新を行った（R4.4）

■神川町
• 要配慮者利用施設（福祉施設、幼稚園、保育所、介護施設）への連絡体制の確認を行った

■上里町
• 防災行政無線（同報系）等により情報伝達を随時実施している
• 避難所や避難場所となっている一部の福祉施設については、防災行政無線（移動系）の定期試験を実施している
（R4.5.25、R4.10.26、R5.2.22）
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取組
番号

17
取組
項目名

洪水時におけるホットライン 取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、下
久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊谷地方
気象台、JR東日本高崎支社、上信電鉄、高崎
河川国道事務所

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

令和4年度 烏川・神流川流域におけるWebによるホットライン訓練の概要

第1回 R4.7.12（火） Web会議
第2回 R4.10.4（火） Web会議

《対象機関》
高崎河川国道事務所、前橋地方気象台、熊谷地方気象台、高崎市、藤岡市、玉村町、伊勢崎市、神川町、上里町、本庄市、深谷
市、群馬県県土整備部河川課、群馬県総務部危機管理課、埼玉県県土整備部河川砂防課、埼玉県危機管理防災部災害対策課、
群馬県高崎土木事務所、群馬県藤岡土木事務所、群馬県伊勢崎土木事務所、埼玉県本庄県土整備事務所、下久保ダム管理所、
東日本旅客鉄道株式会社、上信電鉄株式会社

《訓練概要》
• 数あるWebツールの中からMicrosoft Teamsを利用したツール操作の慣れを目標
• 高崎河川国道事務所よりWebホットラインの開催通知を、メール発信

→ 各機関での受信
→ Web会議の開催（資料共有）

• 第2段階のWebによるホットライン【増水時・災害時】の会議開催
• 訓練の振り返り（意見交換・問題点、課題点の洗い出し）
• アンケートなど

■各機関
• 令和4年度烏川・神流川流域におけるWebによるホットライン訓練の実施
• 連絡網の確認（担当部局、担当者等の更新）を実施

烏川・神流川流域におけるWebによるホットライン訓練の状況（高崎河川国道事務所災害対策室）

実施
内容

• ホットラインの実施（各機関）
• 連絡網の確認（各市町、下久保
ダム管理所、上信電鉄、高崎河
川国道事務所）

• 訓練（各市町、下久保ダム管理
所、高崎河川国道事務所）

• 鉄道事業者等とのホットライン
の構築と実施（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• Webによるホットライン訓練の実
施（各機関）

• 各機関のホットラインの訓練実
施、参加（藤岡市、上里町、下
久保ダム管理所）

• ホットラインを随時実施（各機
関）

• 連絡先の確認・更新（各機関）
• 個別ホットラインの情報共有（高
崎市）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• R5年度に運用開始予定のWeb
ホットラインについて、高崎河川
国道事務所と連携し、必要時
（台風の影響が見込まれる時）
は的確に実施する（前橋・熊谷
地方気象台）
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取組
番号

17
取組
項目名

洪水時におけるホットライン 取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、下
久保ダム管理所、前橋地方気象台、熊谷地方
気象台、JR東日本高崎支社、上信電鉄、高崎
河川国道事務所

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市・下久保ダム管理所
• 洪水対応演習にてホットライン訓練の実施（R4.5.12～13）

（関係首長⇔下久保ダム所長）
• 藤岡市長と前橋地方気象台長や下久保ダム管理所長によるホットラインを取り入れた図上訓練の実施（R4.8.19）

（藤岡市図上訓練（風水害））

ホットライン

藤岡市役所 下久保ダム管理所

河川氾濫を想定した図上訓練の様子（R4.8.19）（下久保ダム管理所提供）

■高崎市
• 高崎市と高崎河川国道事務所とホットライン連絡先の確認・更新（R4実施済）
• 個別ホットラインの必要箇所について情報共有（R4実施済）

高崎市と高崎河川国道事務所で個別ホットラインの必要箇所についてWebにて情報共有を行った

■上里町
• 首長と熊谷気象台長との疎通確認（R4.5.25）

■前橋地方気象台・熊谷地方気象台・各市町
• 気象台（管理職等）から自治体防災担当者への能動的ホットラインを、必要に応じて実施（悪天候が予想される時な
ど随時）

■藤岡市・下久保ダム・熊谷地方気象台
• 下久保ダム・神水ダム防災操作説明会にて確認を実施（R4.6.21）

（関係機関担当⇔下久保ダム担当）

実施
内容

• ホットラインの実施（各機関）
• 連絡網の確認（各市町、下久保
ダム管理所、上信電鉄、高崎河
川国道事務所）

• 訓練（各市町、下久保ダム管理
所、高崎河川国道事務所）

• 鉄道事業者等とのホットライン
の構築と実施（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• Webによるホットライン訓練の実
施（各機関）

• 各機関のホットラインの訓練実
施、参加（藤岡市、上里町、下
久保ダム管理所）

• ホットラインを随時実施（各機
関）

• 連絡先の確認・更新（各機関）
• 個別ホットラインの情報共有（高
崎市）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• R5年度に運用開始予定のWeb
ホットラインについて、高崎河川
国道事務所と連携し、必要時
（台風の影響が見込まれる時）
は的確に実施する（前橋・熊谷
地方気象台）
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取組
番号

18
取組
項目名

市町のまちづくり担当部局等に対し、水害リスク情
報を提供

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、高
崎河川国道事務所

実施
内容

• まちづくり担当部局等に対し、
水害リスク（浸水ナビ、洪水浸
水想定区域図等）情報を提供・
共有する（各市町）

• 協議会等で、構成自治体のまち
づくり担当部局への情報共有を
要請（高崎河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 関連部署への情報提供を実施
（高崎市、神川町、上里町）

• まちづくりを担当する部局等へ
の水害リスクに関する情報を提
供（藤岡市）

• 町の都市計画部局に水害リス
ク情報の更新情報（ハザード
マップの更新予定等）を随時提
供した（玉村町）

• 防災ガイド・ハザードマップによ
り情報共有している（上里町）

• 今年度、協議会等にてまちづく
り担当部局が参加し、水害リス
ク情報を共有する機会が持てな
かった、今後も継続して取り組
んで行く（高崎河川国道事務
所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 関連部署への情報提供を毎年実施

■藤岡市
• まちづくりを担当する部局等への水害リスクに関する情報を提供

■玉村町
• 町の都市計画部局に水害リスク情報の更新情報（ハザードマップの更新予定等）を随時提供した

■神川町
• 関係部局へ情報提供を実施

■高崎河川国道事務所
• 今年度、協議会等にてまちづくり担当部局が参加し、水害リスク情報を共有する機会が持てなかった、今後も継続し
て取り組んで行く

■上里町
• 関係部局への情報提供を随時実施している
• 防災ガイド・ハザードマップにより情報共有している

浸水想定区域図
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取組
番号

19
取組
項目名

不動産関連事業者に対し、不動産関係団体の研
修会等で水害リスク情報を提供

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、高
崎河川国道事務所

実施
内容

• 依頼があった場合、不動産関連
事業者に対して、水害リスクに
ついて説明を行う（各市町、高
崎河川国道事務所）

• ホームページ等にて水害リスク
に関する情報を周知（藤岡市）

今年度
の
実施
内容

• 窓口での問い合わせに対し、水
害リスク等について説明（高崎
市、玉村町）

• ホームページ等にて水害リスク
に関する情報を周知（藤岡市）

• 不動産関連事業者等からの個
別の問い合わせに対し、水害リ
スクについてを説明（藤岡市）

• 依頼があった不動産関連事業
者へ、防災ガイド・ハザードマッ
プを活用し、情報提供（神川町、
上里町）

• 今年度、不動産関連事業者か
ら依頼がなく、水害リスク情報を
説明する機会が持てなかった、
今後も継続して取り組んで行く
（高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 窓口での問い合わせに対し、水害リスク等につい
て説明を実施

■藤岡市
• ホームページ等にて水害リスクに関する情報を周知
• 不動産関連事業者等からの個別の問い合わせに対し、水害リスクについてを説明

■神川町・上里町
• 依頼があった不動産関連事業者へ、防災ガイド・ハザードマップを活用し、情報提供

■高崎河川国道事務所
• 今年度、不動産関連事業者から依頼がなく、水害リスク情報を説明する機会が持てなかった。今後も継続して取り組
んで行く

■玉村町
• 窓口対応の際に水害リスク情報の提供を行っている
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取組
番号

20
取組
項目名

【重点】
市町・自主防災組織等による要配慮者の避難支援
体制の推進

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、埼
玉県

重点項目

実施
内容

• 協議会等で、避難支援体制に関する
事例を共有（高崎市、藤岡市、玉村町、
神川町、上里町、埼玉県）

• 要配慮者の避難方法等の参考情報
等を要配慮者が身近にいる住民へ提
供（高崎市、玉村町、神川町、上里町、
埼玉県）

• 要配慮者利用施設に向けた避難行動
マニュアル等作成（高崎市、埼玉県）

• 避難行動要支援者名簿（要配慮者の
避難方法等の参考情報等）を消防や
警察、各区長へ提供（藤岡市）

• 自主防災組織には要配慮者名簿を配
布し、非常時だけでなく日常からの見
守りに役立ててもらう（玉村町）

• 社会福祉協議会と災害時の避難に関
する協定の締結（玉村町）

今年度
の
実施
内容

• 避難行動要支援者名簿等を同意を得
て各区長、民生委員へ配布し、要支
援者の情報を提供している（高崎市、
神川町、上里町）

• 消防や警察、区長等に避難行動要支
援者名簿を提供（藤岡市、玉村町）

• 避難行動要支援者に、平時からの行
政区長や民生委員等への名簿情報
等の提供に係る同意及び個別避難計
画の作成依頼を継続している（上里
町）

• 避難行動要支援者に係る個別避難計
画策定を促進するため、研修会を開
催（埼玉県）

• 担当者への避難確保計画策定状況
のヒアリングと実施の推進を依頼（埼
玉県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 年度初めに避難行動要支援者名簿を各区長、民生委員へ配布し、要支援者の情報を共有（R4.4）

■藤岡市
• 消防や警察、区長等に避難行動要支援者名簿を提供（R4.4）

■神川町
• 要配慮者の情報については、同意を得た上で、避難支援に関わる民生委員、支援者に提供を行い、要配慮
者の避難支援体制の推進に努めた（R4.6、R4.12）

■玉村町
• 要配慮者支援名簿を更新し、自主防災組織等、関
係機関に提供した（R4.9）

■上里町
• 避難行動要支援者に、平時からの行政区長や民
生委員等への名簿情報等の提供に係る同意及び
個別避難計画の作成依頼を継続している
• 名簿情報等の提供について同意された方の情報
を行政区長や民生委員等へ提供している

避難行動要支援者名簿に掲載する要配慮者の範囲（在宅のうち）
ア 要介護認定3～5を受けている者
イ 身体障害者手帳（1・2級）の交付を受けている者
ウ 療育手帳（Ⓐ・Ａ）の交付を受けている者
エ 精神障害者保健福祉手帳（1・2級）の交付を受けている者
オ その他、上記の要件に該当しないが自力避難が困難な者

避難行動要支援者登録（変更）届出書 兼 個別計画書

■埼玉県
• 市町村を対象に福祉部局と合同で避難行動要支
援者に係る個別避難計画策定を促進するため、研
修会を開催した（R4.7）
• すべての市町村に対して、避難確保計画策定を取
りまとめている担当者に直接連絡をとり、避難確保
計画策定状況のヒアリングと実施の推進を依頼し
た 34



取組
番号

21
取組
項目名

【重点】
避難場所（避難所）改善検討

取組機関 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町 重点項目

実施
内容

• 住民ニーズを踏まえた避難場所
（避難所）環境の改善検討（コロ
ナ対応含む）（各市町）

• 避難場所運営訓練の実施（藤岡
市）

• HUG研修の実施（藤岡市）

今年度
の
実施
内容

• 備蓄資機材の設置、管理（高崎
市、上里町）

• コロナ陽性者、濃厚接触者を一
括に避難させる避難所の運営に
ついて関係部局と体制について
確認（高崎市）

• 避難所等となる公共施設7施設
に太陽光発電及び蓄電池の導
入（藤岡市）

• 避難場所運営訓練の実施（藤岡
市、玉村町）

• 自主防災組織及び消防団との連
携によるHUG研修の実施（藤岡
市）

• 避難所開設マニュアルの見直し
実施（神川町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 開設頻度の高い指定避難所に新たな備蓄資
機材を設置（発電機、LED照明、コードリール、
クイックシェルター、段ボールベッド等）
• コロナ陽性者、濃厚接触者を一括に避難させ
る避難所の運営について関係部局と体制につ
いて確認

■上里町
• コロナ禍における避難所対策として、各種資機材や消耗品等
の防災倉庫への管理を継続して実施している

【防災倉庫の備蓄状況】

【主な備蓄備品】

パーティション（540張）

リチウムイオン
蓄電池
（4台）

全自動ラップ式トイレ
（30台）

エアベッド（30台） 35



取組
番号

21
取組
項目名

【重点】
避難場所（避難所）改善検討

取組機関 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町 重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市
• 避難所等となる公共施設7施設に太陽光発電及び蓄電池の導入（R5.3完了）
• 自主防災組織及び災害協定締結先の企業との連携による避難場所運営訓練の実施（R4.7.21）
• 自主防災組織及び消防団との連携によるHUG研修の実施（R4.12.3）

避難場所運営訓練 HUG研修の実施

■玉村町
• 町職員による避難所開設・運営訓練を実施し、訓練参加者から意見を聴取した（R4.7.31）

■神川町
• 避難所開設マニュアルの見直し実施（R4.10）

実施
内容

• 住民ニーズを踏まえた避難場所
（避難所）環境の改善検討（コロ
ナ対応含む）（各市町）

• 避難場所運営訓練の実施（藤岡
市）

• HUG研修の実施（藤岡市）

今年度
の
実施
内容

• 備蓄資機材の設置、管理（高崎
市、上里町）

• コロナ陽性者、濃厚接触者を一
括に避難させる避難所の運営に
ついて関係部局と体制について
確認（高崎市）

• 避難所等となる公共施設7施設
に太陽光発電及び蓄電池の導
入（藤岡市）

• 避難場所運営訓練の実施（藤岡
市、玉村町）

• 自主防災組織及び消防団との連
携によるHUG研修の実施（藤岡
市）

• 避難所開設マニュアルの見直し
実施（神川町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
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取組
番号

22
取組
項目名

【重点】
想定し得る最大規模降雨による洪水浸水想定区
域に基づく、洪水ハザードマップの普及・啓発

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 出前講座でハザードマップを紹介し、普及している（R4.9.7、R4.11.13、以降も随時実施）
• ハザードマップの改訂を行い、広報等で見方について周知を行う（R5.3）

■藤岡市
• ホームページや市広報誌において、洪水ハ
ザードマップを周知
• ハザードマップを用いた防災出前講座の実
施

ホームページ、広報誌への掲載

■群馬県
• マイ・タイムライン作成講習会、防災教育、出前なんでも講座等によるハザードマップの周知支援を実施
• 一般向けサイト「かわみるぐんま」の公開

防災教育（沼田市）における
ハザードマップの普及

河川防災情報サイト「かわみるぐんま」
浸水想定区域の表示

実施
内容

• 洪水ハザードマップの周知（各
市町）

• 市町が実施する洪水ハザード
マップの周知支援（埼玉県、高
崎河川国道事務所）

• マイ・タイムライン作成講習会等
（群馬県）

• 洪水ハザードマップの見直し
（玉村町、神川町）

• 外国人居住者向けの防災情報
の提供支援（高崎市、玉村町、
神川町、上里町）

今年度
の
実施
内容

• 防災ガイドブック・ハザードマッ
プを用いた防災出前講座の実
施（各市町、高崎河川国道事務
所）

• ハザードマップの改訂（高崎市）
• ホームページや市広報誌にお
いて、洪水ハザードマップを周
知（高崎市、藤岡市、上里町）

• 中小河川を反映した最大規模
降雨に基づく洪水ハザードマッ
プを作成（玉村町）

• 一般向けサイト「かわみるぐん
ま」の公開（群馬県）

• 洪水ハザードマップの作製推進
（埼玉県）

• 洪水浸水想定区域図、水害リス
ク情報図の公表の周知（埼玉
県）

• 技術相談対応（埼玉県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• R4年度完成する改訂版ハザー
ドマップを用いて啓発を図る（玉
村町） 37



取組
番号

22
取組
項目名

【重点】
想定し得る最大規模降雨による洪水浸水想定区
域に基づく、洪水ハザードマップの普及・啓発

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■上里町
• 防災ガイド・ハザードマップを庁舎窓口配布や町ホームページに掲載するとともに各地区等で
の防災講習会で周知・啓発を図った

• 防災講習会（R4.5.9、R4.9.9、R5.2.10）
• 防災フェスティバルでの掲示（R4.7.30）
• 災害ボランティア養成講座（R4.11.26）

防災ガイド・ハザードマップ
• 全体索引図
• 避難所等一覧
• 浸水想定区域図（詳細図）
• 5段階の警戒レベル
• 避難行動判定フロー
• マイ・タイムライン
• 自宅にとどまった場合の備え
• 避難所について
• 感染症対策
• 風水害対策・避難対策
• 地震対策
• 地震の被害想定
• 火災・竜巻・雷・大雪対策
• わが家の安全対策
• 非常時持出品・備蓄品
• わが家の「防災・緊急情報」メモ

作成：R3.8
配布：R3.9 町内全世帯
部数：13，000部

防災ガイド・ハザードマップ

英語版

ポルトガル語版

■埼玉県
• 減災対策協議会を通じて洪水ハザードマップ作製推進
• 洪水浸水想定区域図、水害リスク情報図の公表の周知
• 技術相談対応

R2.5末に公表した洪水浸水想定区域図・水害リスク
情報図を周知し、市町村に洪水ハザードマップの作
成を呼びかけている

小山川
洪水浸水想定区域図

小山川
流域水害リスク情報図

実施
内容

• 洪水ハザードマップの周知（各
市町）

• 市町が実施する洪水ハザード
マップの周知支援（埼玉県、高
崎河川国道事務所）

• マイ・タイムライン作成講習会等
（群馬県）

• 洪水ハザードマップの見直し
（玉村町、神川町）

• 外国人居住者向けの防災情報
の提供支援（高崎市、玉村町、
神川町、上里町）

今年度
の
実施
内容

• 防災ガイドブック・ハザードマッ
プを用いた防災出前講座の実
施（各市町、高崎河川国道事務
所）

• ハザードマップの改訂（高崎市）
• ホームページや市広報誌にお
いて、洪水ハザードマップを周
知（高崎市、藤岡市、上里町）

• 中小河川を反映した最大規模
降雨に基づく洪水ハザードマッ
プを作成（玉村町）

• 一般向けサイト「かわみるぐん
ま」の公開（群馬県）

• 洪水ハザードマップの作製推進
（埼玉県）

• 洪水浸水想定区域図、水害リス
ク情報図の公表の周知（埼玉
県）

• 技術相談対応（埼玉県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• R4年度完成する改訂版ハザー
ドマップを用いて啓発を図る（玉
村町） 38



取組
番号

22
取組
項目名

【重点】
想定し得る最大規模降雨による洪水浸水想定区
域に基づく、洪水ハザードマップの普及・啓発

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■玉村町
• 中小河川を反映した最大規模降雨に基づく洪水ハザードマップを作成（R5.3完成）

■神川町
• 防災ガイドブック・ハザードマップを活用した防災講座を実施（R4.6、R4.9、R4.11）

■高崎河川国道事務所
• 出前講座（マイ・タイムライン作成・防災学習）を実施し、洪水ハザードマップの周知支援を行った

出前講座にて配布した資料（一例）

実施
内容

• 洪水ハザードマップの周知（各
市町）

• 市町が実施する洪水ハザード
マップの周知支援（埼玉県、高
崎河川国道事務所）

• マイ・タイムライン作成講習会等
（群馬県）

• 洪水ハザードマップの見直し
（玉村町、神川町）

• 外国人居住者向けの防災情報
の提供支援（高崎市、玉村町、
神川町、上里町）

今年度
の
実施
内容

• 防災ガイドブック・ハザードマッ
プを用いた防災出前講座の実
施（各市町、高崎河川国道事務
所）

• ハザードマップの改訂（高崎市）
• ホームページや市広報誌にお
いて、洪水ハザードマップを周
知（高崎市、藤岡市、上里町）

• 中小河川を反映した最大規模
降雨に基づく洪水ハザードマッ
プを作成（玉村町）

• 一般向けサイト「かわみるぐん
ま」の公開（群馬県）

• 洪水ハザードマップの作製推進
（埼玉県）

• 洪水浸水想定区域図、水害リス
ク情報図の公表の周知（埼玉
県）

• 技術相談対応（埼玉県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• R4年度完成する改訂版ハザー
ドマップを用いて啓発を図る（玉
村町） 39



取組
番号

23
取組
項目名

気象庁で提供する防災気象情報活用に向けた普
及・啓発

取組機関 前橋地方気象台、熊谷地方気象台

実施
内容

• 気象庁が提供する防災気象情
報の周知（「早期注意情報（警
報級の可能性）」、「危険度を色
分けした時系列」、「大雨・洪水
警報の危険度分布」等）

今年度
の
実施
内容

• 群馬県市町村防災担当者会議
において、令和4年度出水期前
の防災気象情報の改善につい
ての説明を、県会議システムを
活用し、県及び各市町村の防
災担当者に向けて実施（前橋・
熊谷地方気象台）

• 防災気象情報の解説資料「防
災情報の手引き」（前橋地方気
象台作成）の説明会を、県及び
各市町村の防災担当者に向け
て実施し、同手引きをDVD化し
て県及び各市町村に配布（前橋
地方気象台）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■前橋地方気象台
• 群馬県市町村防災担当者会議（R4.5.20）において、令和4年度出水期前の防災気象情報の
改善（キキクルの色分けの改善、指定河川洪水予報の氾濫危険情報の改善、大雨特別警報
（浸水害）の指標改善など）についての説明を、県会議システムを活用し、県及び各市町村の
防災担当者に向けて行った
• 防災気象情報の解説資料「防災情報の手引き」（前橋地方気象台作成）の説明会を、県及び
各市町村の防災担当者に向けて実施（R4.7.27）し、同手引きをDVD化して県及び各市町村に
配布した

「令和4年度群馬県市
町村防災担当者会議」
における説明資料
（一部抜粋）

防災情報の手引き
（一部抜粋）

■熊谷地方気象台
• 令和4年出水期からの防災気象情報の改善を行い、県や市町村、報道機関やライフライン機関への説明を実施した

線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ（R4.6.1～）
キキクル（危険度分布）の「黒」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合（R4.6.30～）
大雨特別警報（浸水害）の指標改善（R4.6.30～）
大雨警報（浸水害）、洪水警報注意報の基準変更（R4.5.26～）
指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表（R4.6.13～）
• 報道やライフライン機関 R4.5.20
• 埼玉県との防災気象情報に関する研修会 R4.5.31
• 市町村危機管理・防災担当主管課長会議 R4.10.13

説明会資料の一部
40



取組
番号

24
取組
項目名

地域の自主的な避難につながる避難訓練等の実
施

取組機関 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町

実施
内容

• 出前講座による各種団体への
訓練実施の啓発、パンフレット
配布

• 自主防災組織による水防訓練
の実施（以上、各市町）

• 避難場所運営訓練の実施（藤
岡市）

• HUG研修の実施（藤岡市）
• 自主防災組織の見直しを行い、
設立に向けて推進中（上里町）

今年度
の
実施
内容

• 出前講座による各種団体への
訓練実施の啓発（高崎市、藤岡
市、玉村町、神川町、上里町）

• 町内の防災訓練へ出向し、指
導・助言を実施（高崎市）

• 避難場所運営訓練の実施（藤
岡市、上里町）

• 自主防災組織及び消防団との
連携によるHUG研修の実施（藤
岡市）

• 町単独の補助金により、訓練に
要する経費を補助することで、
地域の避難訓練の実施を支援
した（玉村町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 出前講座による各種団体への訓練実施の啓発
• 町内の防災訓練へ出向し、指導・助言を実施

中央地区防災訓練の様子（R4.11.13）

■藤岡市
• 防災出前講座の実施

R3 4件（R4.3.31時点）
R4 2件（R4.11時点）

• 自主防災組織及び災害協定締結先の企業との連携による避難場所運営訓練の実施
R3 1件（R3.8.6 小野小学校）
R4 1件（R4.7.21 神流小学校）

• 自主防災組織及び消防団との連携によるHUG研修の実施
R3 1件（R3.12.12 神流地区）
R4 1件（R4.12.3 美九里地区）

防災出前講座の様子 避難場所運営訓練の様子 HUG研修の様子 41



■上里町
• 防災ガイド・ハザードマップを活用した防災講習会、パーティションや段ボールベッド等を利用した避難所設営訓練等
を、公民館学級や自主防災組織等を対象に開催している

自主防災組織（R4.12.11）
• 防災ガイド・ハザードマップの説明
• 避難訓練
• 避難所設営訓練
• 消火訓練
• 備蓄食料等の配布 他

公民館学級（R4.5.9 10名、R5.2.10）
• 防災ガイド・ハザードマップの説明
• 避難所設営訓練
• 備蓄食料等の配布 他

取組
番号

24
取組
項目名

地域の自主的な避難につながる避難訓練等の実
施

取組機関 高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■玉村町
• 町単独の補助金により、訓練に要する経費を補助することで、地域の避難訓練の実施を支援した

■神川町
• 地域や自主防災組織へ防災講座を実施（R4.6、R4.9、R4.11）

防災講習会
訓練の様子

実施
内容

• 出前講座による各種団体への
訓練実施の啓発、パンフレット
配布

• 自主防災組織による水防訓練
の実施（以上、各市町）

• 避難場所運営訓練の実施（藤
岡市）

• HUG研修の実施（藤岡市）
• 自主防災組織の見直しを行い、
設立に向けて推進中（上里町）

今年度
の
実施
内容

• 出前講座による各種団体への
訓練実施の啓発（高崎市、藤岡
市、玉村町、神川町、上里町）

• 町内の防災訓練へ出向し、指
導・助言を実施（高崎市）

• 避難場所運営訓練の実施（藤
岡市、上里町）

• 自主防災組織及び消防団との
連携によるHUG研修の実施（藤
岡市）

• 町単独の補助金により、訓練に
要する経費を補助することで、
地域の避難訓練の実施を支援
した（玉村町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
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取組
番号

25
取組
項目名

自主防災組織の維持と避難誘導者の担い手の指
定・育成

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県

実施
内容

• 自主防災組織率向上や避難誘
導者育成のための出前講座の
実施（各市町、群馬県）

• 自主防災組織への支援（各市
町）

• 防災士を増やす取組（玉村町）
• 自主防災組織の防災リーダー
の指定、育成（上里町）

• 水防団の人数、年齢構成を把
握（群馬県）

今年度
の
実施
内容

• 自主防災組織率向上や避難誘
導者育成のための出前講座の
実施（高崎市、藤岡市、神川町、
上里町、群馬県）

• 自主防災組織への支援（高崎
市、藤岡市、神川町）

• 群馬県と連携し、地域防災の中
心的な存在となることが期待さ
れる防災士を増やす取り組みを
実施（玉村町）

• 水防団の人数、年齢構成を把
握（群馬県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• ぐんま地域防災アドバイザー防
災士養成講座を2回実施（群馬
県）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市
• 自主防災組織活動補助金による助成実績
藤岡市自主防災組織活動補助金交付要綱に基づき、
自主防災組織の活動に要する費用を助成する制度

R3 3件（R4.3.31時点）
R4 2件（R4.11時点）

• 出前講座の実施
自主防災組織のリーダーをはじめとした地域住民へ、
災害対応等の出前講座を行った

R3 4件（R4.3.31時点）
R4 2件（R4.11時点）

■神川町
• 自主防災組織団体数1増（全10団体）
• 支援（活動補助金や、資機材購入の補助）の継続
• 防災講座の実施（R4.6、R4.9、R4.11）

■玉村町
• 群馬県と連携し、地域防災の中心的な存在となること
が期待される防災士を増やす取り組みを実施（R4.11、
R4.12）

■上里町
• 自主防災組織の機能強化や避難誘導者育成のための防災講習会を開催した（R4.12.11）

防災ガイド・ハザードマップの説明
避難訓練
避難所設営訓練
消火訓練
備蓄食料等の配布 他
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取組
番号

25
取組
項目名

自主防災組織の維持と避難誘導者の担い手の指
定・育成

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県
• 水防団の人数、年齢構成を把握
• ぐんま地域防災アドバイザー防災士養成講座を2回実施

【背景】

地域防災力の向上には、自主防災組織の組織率向上と活性化が必要です。県内の組織率は、91.2％（R4.3）となって
おり、全国水準を上回っているものの、その活動は必ずしも活発とは言い切れません。
その要因としては、多くの組織が自治会等を母体としており、リーダー（自治会長）が数年で交代してしまうことなどが
あげられます。
【必要性】
• 組織の役員が数年で替わる現状を踏まえ、リーダーをサポートする人材育成が急務
• リーダーをサポートし、長期間にわたり、組織の中心的役割を担う人材として、防災に関する基本的な知識と技能を
要する『防災士』※を活用することが効果的
• 災害時のみならず、平時にも防災活動の中心として活躍できる『防災士』を養成し、県の認定資格を与え、地域の防
災活動に活用

⇓
≪ぐんま地域防砂アドバイザー防災士養成講座≫
防災士資格取得試験の受験資格が取得できる講座を県が開催し、計画的に『防災士』の養成を実施します。当講座を
受講して防災士を取得した者は、県及び県内市町村とで共有する名簿に『ぐんま地域防災アドバイザー』として登録しま
す。
＜令和4年度＞
第1回 ○集合研修日程 R4.11.12、11.13（高崎市役所会議室）

○参加人数： 99名
第2回 ○集合研修日程 R4.12.17、12.18（桐生市市民文化会館）

○参加人数： 64名
※「防災士」はNPO法人日本防災士機構が認証する者

■高崎市
• 出前講座での訓練指導・助言を実施（R4.11現在：2件）
• 自主防災組織への支援

結成時：上限20万円の補助
訓練時：上限10万円の補助

• 自主防災組織結成率 約80％（R4.11現在）
• R4年度訓練補助件数 102件
• R4年度結成補助件数 5件

実施
内容

• 自主防災組織率向上や避難誘
導者育成のための出前講座の
実施（各市町、群馬県）

• 自主防災組織への支援（各市
町）

• 防災士を増やす取組（玉村町）
• 自主防災組織の防災リーダー
の指定、育成（上里町）

• 水防団の人数、年齢構成を把
握（群馬県）

今年度
の
実施
内容

• 自主防災組織率向上や避難誘
導者育成のための出前講座の
実施（高崎市、藤岡市、神川町、
上里町、群馬県）

• 自主防災組織への支援（高崎
市、藤岡市、神川町）

• 群馬県と連携し、地域防災の中
心的な存在となることが期待さ
れる防災士を増やす取り組みを
実施（玉村町）

• 水防団の人数、年齢構成を把
握（群馬県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• ぐんま地域防災アドバイザー防
災士養成講座を2回実施（群馬
県）
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取組
番号

26
取組
項目名

【重点】R4
防災知識の向上のための住民等への説明会・出
前講座等の開催

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■神川町
• 地域や自主防災組織へ防災講座を実施（R4.6、R4.9、
R4.11）

■上里町
• 自主防災組織や公民館学級等を対象に、防災ガイド・ハザードマップを活用した防災講習会等を開催した

 防災講習会（R4.5.9 10名、R4.9.9 23名、R5.2.10）
 災害ボランティア養成講座（R4.11.26 25名）

■埼玉県
• 出前講座「埼玉県の河川防災について」を6件
実施

■高崎市
• 小学校や町内会等へ出前講座を実施（R4.11現在 2件実施）
• 健康教育課と連携

■玉村町
• 地区からの要請により、住民の防災知識向上のための出前講座を実施した（R4.10）

実施
内容

• 洪水浸水想定区域内の住民や自主
防災組織に対して、水防災に関する
出前講座の実施、イベントの開催（各
機関）

• 水防災に関する関係機関との連携強
化（市町村防災担当研修、勉強会、
ワークショップ等）（前橋・熊谷地方気
象台）

• 水防災に関する出前講座等の参考と
なる資料を関係市町へ提供（高崎河
川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災出前講座を実施（高崎市、藤岡
市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、
埼玉県、前橋・熊谷地方気象台、高崎
河川国道事務所）

• 健康教育課と連携（高崎市）
• 防災操作説明会の開催（下久保ダム）
• 下久保ダム見学会でのダム防災操作
等の説明（下久保ダム）

• パネル展示の実施（前橋地方気象台）
• 気象台見学、ラジオ出演（熊谷地方気
象台）

• 気象防災ワークショップの実施（前橋・
熊谷地方気象台）

• 出前講座の募集チラシ、デジタルサイ
ネージを作成（高崎河川国道事務所）

• 防災フェスティバルの実施・参加（上
里町、高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
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取組
番号

26
取組
項目名

【重点】R4
防災知識の向上のための住民等への説明会・出
前講座等の開催

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県
• 「水害に備えて」を2回実施
• 「ぐんまの防災」を7回実施

■下久保ダム管理所
• 防災操作説明会の開催（R4.6.21）
• 下久保ダム見学会でのダム防災操作等の説明（随時）

【取組概要】
県で実施している「出前なんでも講座」のメニューとして、「ぐんまの防
災」をテーマに講座を実施。県民に対し、群馬県の地勢、起こりうる災害
や県の対応、災害への備え等を説明し、県民の防災意識の醸成を図っ
ている。
【令和4年度実績】
群馬法科ビジネス専門学校（R4.6.8）
日本郵便(株)関東支社（R4.8.16）
日本郵便(株)関東支社（R4.9.13）
日本郵便(株)関東支社（R4.10.17）
駒形町自主防災会（R4.11.19）
太田地区防火安全協会（R4.12.9）
学校法人大原学園高崎校（R4.12.13）

【下久保ダム・神水ダム防災操作説明会】
• 下久保ダムの防災操作について関係機関の担当者を招聘しダム操
作の流れや通知文の説明等を実施

• 市町村担当者に対して地元住民を対象とした出前講座の実施につ
いて要請を実施

【下久保ダム見学者に対する防災操作の概要説明】
• 下久保ダムでは県内外より年間数百名の見学者が来訪
• 地元の学校や組織からの見学者の場合、特に下久保ダムの防災操
作が果たしている役割などを中心に説明を実施

防災操作講習会（R4.6.21）

見学者への説明（藤岡警察署員）
（R4.9.20）

実施
内容

• 洪水浸水想定区域内の住民や自主
防災組織に対して、水防災に関する
出前講座の実施、イベントの開催（各
機関）

• 水防災に関する関係機関との連携強
化（市町村防災担当研修、勉強会、
ワークショップ等）（前橋・熊谷地方気
象台）

• 水防災に関する出前講座等の参考と
なる資料を関係市町へ提供（高崎河
川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災出前講座を実施（高崎市、藤岡
市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、
埼玉県、前橋・熊谷地方気象台、高崎
河川国道事務所）

• 健康教育課と連携（高崎市）
• 防災操作説明会の開催（下久保ダム）
• 下久保ダム見学会でのダム防災操作
等の説明（下久保ダム）

• パネル展示の実施（前橋地方気象台）
• 気象台見学、ラジオ出演（熊谷地方気
象台）

• 気象防災ワークショップの実施（前橋・
熊谷地方気象台）

• 出前講座の募集チラシ、デジタルサイ
ネージを作成（高崎河川国道事務所）

• 防災フェスティバルの実施・参加（上
里町、高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
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取組
番号

26
取組
項目名

【重点】R4
防災知識の向上のための住民等への説明会・出
前講座等の開催

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■前橋地方気象台
• 高崎・藤岡地域の市町村の住民向け出前講座を、R4.11までに4回実施し、気
象台が発表する防災気象情報等についての説明を行った

富岡市一ノ宮公民館（R4.7.26）
高崎高校（R4.9.14）
藤岡地区農業指導センター（R4.11.16）
安中市原市公民館（R4.11.22）

• 富岡市総合防災訓練において、防災気象情報についてのパネル展示を行った
（R4.9.18）
• 高崎県税事務所管内の市町村の防災担当者を対象とした、気象防災ワーク
ショップを実施（R5.1.13）

安中市原市公民館での出前講座における資料（R4.11.22：一部抜粋）

富岡市総合防災訓練における
展示パネルのひとつ「積乱雲
が近づいてきたら…」

（R4.9.18）

■藤岡市
• 自主防災組織のリーダーをはじめとした地域住民へ、災害対応等の出前講座を行った

R3 4件（R4.3.31時点）
R4 2件（R4.11時点）

防災出前講座の様子

実施
内容

• 洪水浸水想定区域内の住民や自主
防災組織に対して、水防災に関する
出前講座の実施、イベントの開催（各
機関）

• 水防災に関する関係機関との連携強
化（市町村防災担当研修、勉強会、
ワークショップ等）（前橋・熊谷地方気
象台）

• 水防災に関する出前講座等の参考と
なる資料を関係市町へ提供（高崎河
川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災出前講座を実施（高崎市、藤岡
市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、
埼玉県、前橋・熊谷地方気象台、高崎
河川国道事務所）

• 健康教育課と連携（高崎市）
• 防災操作説明会の開催（下久保ダム）
• 下久保ダム見学会でのダム防災操作
等の説明（下久保ダム）

• パネル展示の実施（前橋地方気象台）
• 気象台見学、ラジオ出演（熊谷地方気
象台）

• 気象防災ワークショップの実施（前橋・
熊谷地方気象台）

• 出前講座の募集チラシ、デジタルサイ
ネージを作成（高崎河川国道事務所）

• 防災フェスティバルの実施・参加（上
里町、高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
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取組
番号

26
取組
項目名

【重点】R4
防災知識の向上のための住民等への説明会・出
前講座等の開催

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■熊谷地方気象台
• 教育機関や公的機関、報道機関からの要請を受けて、出前講座や気象台見学、ラジオ出演を行っている

出前講座 美里町コミュニティセンター （R4.10.21）
• オンラインによる気象防災ワークショップを県と共催して市町村を対象に2回実施した

運営スタッフ（気象台）

【令和4年度のオンラインによる気象防災ワークショップ実施状況】
中小河川洪水災害編： R4.8.25
土砂災害編： R4.9.7
中小河川洪水災害編： R5.1.18

気象庁では、地域における防災対応推進を図る目的で、地方公共団体防災担当者向けの「気象防災ワークショッププログ
ラム」を開発、平成30年5月から一般公開しています。
パソコンやスマートフォン等によりテレビ会議を実施できるアプリケーション（Zoomミーティング）を活用して、有識者の指導と
実践を通じて、オンラインで気象防災ワークショップを実施するためのノウハウを詰め込んだマニュアルを作成しています。
コロナ禍においても、多くの地方公共団体の参加とグループワークを可能とする「オンラインワークショップ」を導入していま
す。今年度は埼玉県と共催して実施しています。

オンラインでの参加者等

実施
内容

• 洪水浸水想定区域内の住民や自主
防災組織に対して、水防災に関する
出前講座の実施、イベントの開催（各
機関）

• 水防災に関する関係機関との連携強
化（市町村防災担当研修、勉強会、
ワークショップ等）（前橋・熊谷地方気
象台）

• 水防災に関する出前講座等の参考と
なる資料を関係市町へ提供（高崎河
川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災出前講座を実施（高崎市、藤岡
市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、
埼玉県、前橋・熊谷地方気象台、高崎
河川国道事務所）

• 健康教育課と連携（高崎市）
• 防災操作説明会の開催（下久保ダム）
• 下久保ダム見学会でのダム防災操作
等の説明（下久保ダム）

• パネル展示の実施（前橋地方気象台）
• 気象台見学、ラジオ出演（熊谷地方気
象台）

• 気象防災ワークショップの実施（前橋・
熊谷地方気象台）

• 出前講座の募集チラシ、デジタルサイ
ネージを作成（高崎河川国道事務所）

• 防災フェスティバルの実施・参加（上
里町、高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
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取組
番号

26
取組
項目名

【重点】R4
防災知識の向上のための住民等への説明会・出
前講座等の開催

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■上里町・高崎河川国道事務所
• 「上里町防災フェスティバル」を開催した（R4.7.20）

 上里町：ハザードマップの掲示
 高崎河川国道事務所：排水ポンプ車や照明車の展示や照明の投光を実演

■高崎河川国道事務所
• 出前講座の実施（R4.6.2）
• 出前講座の募集チラシ・デジタルサイネージを作成

上里町防災フェスティバルの様子（提供：高崎河川国道事務所）

マイ・タイムライン出前講座の募集チラシを作成（庁舎内のデジタルサイネージに投影中）

実施
内容

• 洪水浸水想定区域内の住民や自主
防災組織に対して、水防災に関する
出前講座の実施、イベントの開催（各
機関）

• 水防災に関する関係機関との連携強
化（市町村防災担当研修、勉強会、
ワークショップ等）（前橋・熊谷地方気
象台）

• 水防災に関する出前講座等の参考と
なる資料を関係市町へ提供（高崎河
川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災出前講座を実施（高崎市、藤岡
市、玉村町、神川町、上里町、群馬県、
埼玉県、前橋・熊谷地方気象台、高崎
河川国道事務所）

• 健康教育課と連携（高崎市）
• 防災操作説明会の開催（下久保ダム）
• 下久保ダム見学会でのダム防災操作
等の説明（下久保ダム）

• パネル展示の実施（前橋地方気象台）
• 気象台見学、ラジオ出演（熊谷地方気
象台）

• 気象防災ワークショップの実施（前橋・
熊谷地方気象台）

• 出前講座の募集チラシ、デジタルサイ
ネージを作成（高崎河川国道事務所）

• 防災フェスティバルの実施・参加（上
里町、高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
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取組
番号

27
取組
項目名

【重点】
浸水想定区域内の小中学校等における水防災教
育の実施
（教育委員会及び教職員と連携し、継続的な水防
災教育の場を実現する。）

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、前橋地方気象台、熊谷地方気象
台、高崎河川国道事務所

重点項目

実施
内容

• 教育委員会と協議（高崎市、玉
村町、神川町、群馬県、高崎河
川国道事務所）

• 防災教育として教育委員会で実
施（藤岡市）

• 小学校等における水防災の授
業等の実施（高崎市、藤岡市、
玉村町、神川町、上里町、群馬
県、埼玉県、前橋・熊谷地方気
象台）

• 小学生を対象とした避難所体験
を実施（玉村町）

• 江戸川河川事務所が作成した
学習指導計画等を埼玉県減災
対策協議会において共有（埼玉
県）

• 洪水浸水想定区域内の小学校
において水防災に関する出前
講座の実施（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災関連の授業を実施する（高
崎市、藤岡市、上里町、埼玉県、
群馬県、前橋・熊谷地方気象台、
高崎河川国道事務所）

• 健康教育課と連携（高崎市）
• 小学生向けに、避難所体験教
室（宿泊型）を開催（玉村町）

• 浸水想定区域内の小学校につ
いて避難確保計画策定（1校）
（神川町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 避難訓練について助言（神川
町）

• モデル校における実施とするか
は検討中（群馬県）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 健康教育課と連携
• 小学校にて出前講座の授業を実施予定（R4年度中）

R5.2.14 車郷小学校 6年生 13人

■藤岡市
• 小学校での水防災教育の実施
教職員にも補助役を担ってもらい、ハザード域のワーク
ショップ等を実施するもの
R4年度は河川課及び砂防課と合同で防災教育を実施
した

R3 1件（R4.3.31時点）
R4 4件（R4.11時点）

■玉村町
• 小学生向けに、避難所体験教室（宿泊型）を開催した
（R4.7.30～7.31）

■埼玉県
• 小学校1件、中学校1件、合計2件の出前講座を実施予
定

R5.1.7 さいたま市立東宮下小学校
R5.1.16 神川町立上川中学校
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取組
番号

27
取組
項目名

【重点】
浸水想定区域内の小中学校等における水防災教
育の実施
（教育委員会及び教職員と連携し、継続的な水防
災教育の場を実現する。）

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、前橋地方気象台、熊谷地方気象
台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■上里町
• 中学年生を対象に、防災学習として講義や避難所パーティションの設営を行う

町長の講話 防災倉庫からの
パーティション搬出

パーティション設営

パーティション設営完了 パーティション避難体験 担当職員の講義

 とき： R5.2実施
 対象： 上里中学校 2年生 161人
 目的： 令和元年台風19号を受け、昨今多発する豪雨災害、予想される首都直下地震などに対して、いざという時を想定

して日頃から準備できるような意識を高める。
• 実際に防災テント等の設営を行うことで災害時の状況をイメージし、実際の行動につなげる。
• 平日の日中に地元にいる中学生が、地域における災害時の中心を担い、高齢者や児童などの避難や避難生
活を助け、地域の役に立つという意識を高める。

 内容： ①町長からの講話
②避難所パーティションの設営（40張）
③担当職員による令和元年東日本台風時の町の状況・災害時に中学生に期待すること等についての講義

■神川町
• 浸水想定区域内の小学校について避難確保計画策定（1校）（R4.7）

実施
内容

• 教育委員会と協議（高崎市、玉
村町、神川町、群馬県、高崎河
川国道事務所）

• 防災教育として教育委員会で実
施（藤岡市）

• 小学校等における水防災の授
業等の実施（高崎市、藤岡市、
玉村町、神川町、上里町、群馬
県、埼玉県、前橋・熊谷地方気
象台）

• 小学生を対象とした避難所体験
を実施（玉村町）

• 江戸川河川事務所が作成した
学習指導計画等を埼玉県減災
対策協議会において共有（埼玉
県）

• 洪水浸水想定区域内の小学校
において水防災に関する出前
講座の実施（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災関連の授業を実施する（高
崎市、藤岡市、上里町、埼玉県、
群馬県、前橋・熊谷地方気象台、
高崎河川国道事務所）

• 健康教育課と連携（高崎市）
• 小学生向けに、避難所体験教
室（宿泊型）を開催（玉村町）

• 浸水想定区域内の小学校につ
いて避難確保計画策定（1校）
（神川町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 避難訓練について助言（神川
町）

• モデル校における実施とするか
は検討中（群馬県） 51



取組
番号

27
取組
項目名

【重点】
浸水想定区域内の小中学校等における水防災教
育の実施
（教育委員会及び教職員と連携し、継続的な水防
災教育の場を実現する。）

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、前橋地方気象台、熊谷地方気象
台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県
• 県減災対策協議会において各地域にてモデル校を選定し、11地域で防災教育を実施

■前橋地方気象台
• 藤岡市立藤岡第一小学校の児童（5年生）を対象に、「急な大雨、雷、竜巻から身を守るために」についての出前講座
を実施した（R4.7.15）

出前講座資料「急な大雨、雷、竜巻から身を守るために」（一部抜粋）

R4.6 渋川市立橘小学校 出前講座（前橋地方気象台）
R4.7 太田市内教員 防災授業について（副読本開設等）WEB配信
R4.9 伊勢崎市立豊受小学校 水害に備えて（河川課）WEB配信
R4.9 藤岡市美久栗東小学校 出前講座（藤岡市+群馬県河川課）
R4.10 富岡市立一ノ宮小学校 ぼうさい探検隊（まち歩き）
R4.10 安中市立第一中学校 水害に備えて（河川課）WEB配信
R4.11 桐生市立東小学校 防災授業見学+教育委員会との意見交換
R4.11 沼田市立升形小学校 沼田消防署との合同授業
R4.12 嬬恋村立嬬恋中学校 防災授業（NHK前橋放送局）
R5.2 高崎市立車郷小学校 災害に備えて（高崎市+群馬県河川課）
R5.2 館林市市立第二小学校 水害に備えて、ハザードマップ作製（群馬県）

実施
内容

• 教育委員会と協議（高崎市、玉
村町、神川町、群馬県、高崎河
川国道事務所）

• 防災教育として教育委員会で実
施（藤岡市）

• 小学校等における水防災の授
業等の実施（高崎市、藤岡市、
玉村町、神川町、上里町、群馬
県、埼玉県、前橋・熊谷地方気
象台）

• 小学生を対象とした避難所体験
を実施（玉村町）

• 江戸川河川事務所が作成した
学習指導計画等を埼玉県減災
対策協議会において共有（埼玉
県）

• 洪水浸水想定区域内の小学校
において水防災に関する出前
講座の実施（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災関連の授業を実施する（高
崎市、藤岡市、上里町、埼玉県、
群馬県、前橋・熊谷地方気象台、
高崎河川国道事務所）

• 健康教育課と連携（高崎市）
• 小学生向けに、避難所体験教
室（宿泊型）を開催（玉村町）

• 浸水想定区域内の小学校につ
いて避難確保計画策定（1校）
（神川町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 避難訓練について助言（神川
町）

• モデル校における実施とするか
は検討中（群馬県） 52



取組
番号

27
取組
項目名

【重点】
浸水想定区域内の小中学校等における水防災教
育の実施
（教育委員会及び教職員と連携し、継続的な水防
災教育の場を実現する。）

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、前橋地方気象台、熊谷地方気象
台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■熊谷地方気象台
• 深谷市ボランティア交流センターにおいて、災害ボランテイア養
成講座で気象と災害に備える出前講座を行いました（R4.7.22）
• 深谷市ボランティア交流センターにおいて、小中学生を対象に天
気と災害に備える出前講座を行いました（R4.7.29）
• 本庄東高等学校附属中学校において、急な大雨から身を守るた
めの出前講座を行いました（R4.9.27）

講演資料の一部

■高崎河川国道事務所
• 新町第一小学校の児童（ 5年生）に向けた出前講座を実施（マイ・タイムライン作成・防災学習）

小学生を対象とした出前講座の様子（R4.6.2） 出前講座 使用資料（一例）

実施
内容

• 教育委員会と協議（高崎市、玉
村町、神川町、群馬県、高崎河
川国道事務所）

• 防災教育として教育委員会で実
施（藤岡市）

• 小学校等における水防災の授
業等の実施（高崎市、藤岡市、
玉村町、神川町、上里町、群馬
県、埼玉県、前橋・熊谷地方気
象台）

• 小学生を対象とした避難所体験
を実施（玉村町）

• 江戸川河川事務所が作成した
学習指導計画等を埼玉県減災
対策協議会において共有（埼玉
県）

• 洪水浸水想定区域内の小学校
において水防災に関する出前
講座の実施（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 防災関連の授業を実施する（高
崎市、藤岡市、上里町、埼玉県、
群馬県、前橋・熊谷地方気象台、
高崎河川国道事務所）

• 健康教育課と連携（高崎市）
• 小学生向けに、避難所体験教
室（宿泊型）を開催（玉村町）

• 浸水想定区域内の小学校につ
いて避難確保計画策定（1校）
（神川町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 避難訓練について助言（神川
町）

• モデル校における実施とするか
は検討中（群馬県） 53



取組
番号

28
取組
項目名

【重点】R4
関係自治体等の公共施設及び公共交通機関施設
等への防災関連情報の掲示やパンフレットの設置

取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、JR東日本高崎支社、
上信電鉄、高崎河川国道事務所

重点項目

実施
内容

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等にハザードマップ掲示、防
災関連パンフレット設置（各機
関）

• 市町防災部局等へそれぞれの
公共施設等に洪水浸水想定区
域図やハザードマップの掲示、
防災関連パンフレット設置と協
議会構成員に働きかける（高崎
河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等に防災関連情報のパンフ
レットの設置（高崎市、藤岡市、
玉村町、神川町、上里町、下久
保ダム管理所、前橋地方気象
台・熊谷地方気象台、高崎河川
国道事務所）

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等に防災関連情報を掲示（高
崎市、藤岡市、神川町、上里町、
群馬県、前橋地方気象台、JR
東日本高崎支社、高崎河川国
道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 適宜掲示依頼を実施（群馬県）
• 掲示情報の検討・作成が完了
次第実施予定（埼玉県）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市
• 市庁舎や公民館等、公共施設にて防災関連情報のパンフレットの設置
• 市庁舎や公民館、地区掲示板等で防災関連情報を掲示（公民館：8箇所）

■下久保ダム管理所
• 「令和元年東日本（台風第19号）における下久保ダムの防災操作について」の小冊子配布及び公共施設等への設置
• 防災関連リ－フレットの配布及び公共施設等への設置
• 下久保ダム資料館への設置

資料館（1階）

パンフレット・
リーフレット等設置

パネル等設置 54



取組
番号

28
取組
項目名

【重点】R4
関係自治体等の公共施設及び公共交通機関施設
等への防災関連情報の掲示やパンフレットの設置

取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、JR東日本高崎支社、
上信電鉄、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■玉村町
• 防災関連情報のパンフレット等を公共施設に配布、設置した

■神川町
• 公共施設等に閲覧用ハザードマップ、防災関連
パンフレットを設置

■熊谷地方気象台
• 気象台内の受付入り口において、パンフレットの
棚を設け、防災気象情報の解説用パンフレットを
気象台内に継続的に設置している

■JR東日本高崎支社
• ポスターの駅頭掲示

高崎駅（改札口付近）

実施
内容

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等にハザードマップ掲示、防
災関連パンフレット設置（各機
関）

• 市町防災部局等へそれぞれの
公共施設等に洪水浸水想定区
域図やハザードマップの掲示、
防災関連パンフレット設置と協
議会構成員に働きかける（高崎
河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等に防災関連情報のパンフ
レットの設置（高崎市、藤岡市、
玉村町、神川町、上里町、下久
保ダム管理所、前橋地方気象
台・熊谷地方気象台、高崎河川
国道事務所）

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等に防災関連情報を掲示（高
崎市、藤岡市、神川町、上里町、
群馬県、前橋地方気象台、JR
東日本高崎支社、高崎河川国
道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 適宜掲示依頼を実施（群馬県）
• 掲示情報の検討・作成が完了
次第実施予定（埼玉県）
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取組
番号

28
取組
項目名

【重点】R4
関係自治体等の公共施設及び公共交通機関施設
等への防災関連情報の掲示やパンフレットの設置

取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、JR東日本高崎支社、
上信電鉄、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■前橋地方気象台
• 引き続き、前橋地方合同庁舎の掲示板に「避難情報」に関するポスターを、パンフレット置き場に気象関連のパンフ
レット類を、継続的に掲示・設置している（R4.11現在 必要に応じて補充・交換）

避難情報に関するポスター
（内閣府・消防庁）

リーフレット「大雨や台風に備えて」（気象庁）
※内容の一部を抜粋

前橋地方合同庁舎1階の掲示板
及びパンフレット置き場

■上里町
• 公共施設等へのハザードマップの掲示や防災関連パンフレットを継続的に設置している

実施
内容

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等にハザードマップ掲示、防
災関連パンフレット設置（各機
関）

• 市町防災部局等へそれぞれの
公共施設等に洪水浸水想定区
域図やハザードマップの掲示、
防災関連パンフレット設置と協
議会構成員に働きかける（高崎
河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等に防災関連情報のパンフ
レットの設置（高崎市、藤岡市、
玉村町、神川町、上里町、下久
保ダム管理所、前橋地方気象
台・熊谷地方気象台、高崎河川
国道事務所）

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等に防災関連情報を掲示（高
崎市、藤岡市、神川町、上里町、
群馬県、前橋地方気象台、JR
東日本高崎支社、高崎河川国
道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 適宜掲示依頼を実施（群馬県）
• 掲示情報の検討・作成が完了
次第実施予定（埼玉県）
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取組
番号

28
取組
項目名

【重点】R4
関係自治体等の公共施設及び公共交通機関施設
等への防災関連情報の掲示やパンフレットの設置

取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、JR東日本高崎支社、
上信電鉄、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎河川国道事務所
• 庁舎内のデジタルサイネージへ防災関連情報を掲示

デジタルサイネージの掲示内容
•マイタイムライン劇場（赤ずきんちゃん）
•マイタイムライン劇場（オオカミ少年）
•マイタイムライン劇場（浦島太郎）
•水防災に関する情報
•水災害フォーラム

• 「烏川・神流川流域における水防災フォーラム」の関連展示物を庁舎内に展示
• 防災関連パンフレット設置

■群馬県
• 水防月間等のポスターについて、県の出先機関（各土木事務所）等に掲示

■高崎市
• 本庁舎や各支所窓口等に防災関連の情報掲示やパンフレットを設置

実施
内容

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等にハザードマップ掲示、防
災関連パンフレット設置（各機
関）

• 市町防災部局等へそれぞれの
公共施設等に洪水浸水想定区
域図やハザードマップの掲示、
防災関連パンフレット設置と協
議会構成員に働きかける（高崎
河川国道事務所）

今年度
の
実施
内容

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等に防災関連情報のパンフ
レットの設置（高崎市、藤岡市、
玉村町、神川町、上里町、下久
保ダム管理所、前橋地方気象
台・熊谷地方気象台、高崎河川
国道事務所）

• 住民の目にとまりやすい公共施
設等に防災関連情報を掲示（高
崎市、藤岡市、神川町、上里町、
群馬県、前橋地方気象台、JR
東日本高崎支社、高崎河川国
道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 適宜掲示依頼を実施（群馬県）
• 掲示情報の検討・作成が完了
次第実施予定（埼玉県）
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取組
番号

29
取組
項目名

【重点】R4
浸水想定区域内の水害リスクのある住民等に対す
るマイ・タイムライン（避難行動計画）の作成・普及
啓発

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 萩原町公民館にてマイタイムライン作成支援の講座を実施（R5.3.14）
• マイタイムライン作成についての記事を掲載した広報たかさきを全戸配布（R5.3.1）

■神川町
• 防災ガイドブック・ハザードマップへ掲載し、普及啓発
• 広報誌にてマイ・タイムラインの特集記事を掲載（R4.9）
• 防災講座にてマイ・タイムの作成講習（R4.6、R4.9、R4.11）

防災ガイドブック・ハザードマップ・広報誌へ掲載

■上里町
• 防災講習会の中で、防災ガイド・ハザードマップ掲
載のマイ・タイムライン作成の周知を図った

防災講習会（R4.5.9 10名、R4.9.9 23名、
R5.2.10）
災害ボランティア養成講座（R4.11.26 25名）

■藤岡市
• 市ホームページ等にてマイ・タイムラインを周知

■玉村町
• マイ・タイムラインの作成講習会を実施する（R5.3）

R4.5.9 R4.9.9

■群馬県
• マイ・タイムライン作成講習会を計6回実施

学校安全研究協議会 片品村第一区 千代田町桧内地区

実施
内容

• 洪水浸水想定区域内の小学校、
自主防災組織のある地区に対
してマイ・タイムライン作成講習
の実施（各機関）

今年度
の
実施
内容

• 広報でマイタイムラインの作成
について記事を掲載する（高崎
市、神川町）

• 市ホームページ等にてマイ・タイ
ムラインを周知（藤岡市）

• マイ・タイムラインの作成講習会
を実施する（高崎市、玉村町、
神川町、上里町、群馬県、高崎
河川国道事務所）

• 「防災マニュアルブック（風水
害・土砂災害編）」を増版、配布
（埼玉県）

• 在日外国人へのマイ・タイムラ
インの普及のため、日本人担当
者を対象に研修を実施（埼玉
県）

• 出前講座の募集チラシを作成
（高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 「防災マニュアルブック（風水
害・土砂災害編）」を6000部増版
し、県内市町村や防災講座へ
約6000部配布して普及に努め
る予定（埼玉県）
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取組
番号

29
取組
項目名

【重点】R4
浸水想定区域内の水害リスクのある住民等に対す
るマイ・タイムライン（避難行動計画）の作成・普及
啓発

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■埼玉県
• 「防災マニュアルブック（風水害・土砂災害編）」を増版し、県内市町村や防災講座へ約9,000部配布して普及に努め
た
• 在日外国人へのマイ・タイムラインの普及のため、日本人担当者を対象に研修を実施した

■高崎河川国道事務所
• 新町第一小学校の児童（5年生）に向けた出前講座を実施（マイ・タイムライン作成・防災学習）
• 出前講座の募集チラシの作成を行った。

小学生を対象とした
出前講座の様子
（R4.6.2）

マイ・タイムライン
作成キッド

出前講座
募集チラシ

実施
内容

• 洪水浸水想定区域内の小学校、
自主防災組織のある地区に対
してマイ・タイムライン作成講習
の実施（各機関）

今年度
の
実施
内容

• 広報でマイタイムラインの作成
について記事を掲載する（高崎
市、神川町）

• 市ホームページ等にてマイ・タイ
ムラインを周知（藤岡市）

• マイ・タイムラインの作成講習会
を実施する（高崎市、玉村町、
神川町、上里町、群馬県、高崎
河川国道事務所）

• 「防災マニュアルブック（風水
害・土砂災害編）」を増版、配布
（埼玉県）

• 在日外国人へのマイ・タイムラ
インの普及のため、日本人担当
者を対象に研修を実施（埼玉
県）

• 出前講座の募集チラシを作成
（高崎河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 「防災マニュアルブック（風水
害・土砂災害編）」を6000部増版
し、県内市町村や防災講座へ
約6000部配布して普及に努め
る予定（埼玉県）
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取組
番号

30
取組
項目名

【重点】
災害リスクの現地表示の促進
（まるごとまちごとハザードマップの実施）

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県

重点項目

実施
内容

• 設置事例や利活用事例等の共
有（各機関）

• 設置事例や利活用事例等の情
報収集（藤岡市）

• 浸水想定区域内の電柱、学校、
公共施設等に浸水深、避難経
路などの表示看板を設置（高崎
市、玉村町、神川町、上里町）

• 河川氾濫に関する群馬県減災
対策協議会で必要箇所を整理
した上で設置（群馬県）

今年度
の
実施
内容

• 浸水想定区域内の電柱、学校、
公共施設等に浸水深、避難経
路などの表示看板を設置（藤岡
市、上里町）

• 電柱等に浸水深を表示した水
位標の設置に伴う支援を行った
（高崎市、埼玉県）

• 現地表示の促進に係る情報収
集（藤岡市）

• R5年度の実施に向け、調査・研
究を行った（玉村町）

• 利活用事例の共有（群馬県）
• 河川氾濫に関する群馬県減災
対策協議会で必要箇所を整理
した上で設置（群馬県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 霞堤防付近への災害リスクに
係る現地表示の設置検討（藤岡
市）

• 浸水リスクの高い町内3地区に
おいて、地元区と相談し決定し
た場所（電柱）に、想定浸水深
の情報の表示を行う（玉村町）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市
• 電柱等に新水深を表示した水位標を設置した町内会に対し、設置に伴う支援を実施した。（市内6箇所）

■玉村町
• R5年度の実施に向け、調査・研究を行った（R4.11）

■埼玉県
• R4年度実施する越谷市、吉見町での作成支援

■上里町
• 想定浸水深の深い地域を対象に、電柱へ看板を設置した
• 生活空間である「まちなか」にある電柱に浸水想定看板を設置し、
日常生活の中で目に入ることで、日頃から水防災への意識を高
めていこうとする取り組み。
• 浸水深の深い地域内の電柱30箇所に設置 【0.5ｍ～3.0ｍ：25
箇所 3.0ｍ～5.0ｍ：5箇所】

【標示内容】
・図記号
・想定浸水深
・内容説明

想定浸水深の高さ
を赤テープで標示
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取組
番号

30
取組
項目名

【重点】
災害リスクの現地表示の促進
（まるごとまちごとハザードマップの実施）

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県
• 減災対策協議会地域部会にて各市町村へ利活用事例の共有（R4.6）
• 河川氾濫に関する群馬県減災対策協議会で必要箇所を整理した上で設置

東電電柱を活用した
表示事例・県内実績紹介

令和4年度第1回地域部会資料（R4.6下旬開催）

■藤岡市
• 現地表示の促進に係る情報収集
• 霞堤防付近への災害リスクに係る現地表示を設置

R3 15箇所設置（上戸塚・小林・川除置内霞堤付近 各5箇所）
R4 設置箇所検討

実施
内容

• 設置事例や利活用事例等の共
有（各機関）

• 設置事例や利活用事例等の情
報収集（藤岡市）

• 浸水想定区域内の電柱、学校、
公共施設等に浸水深、避難経
路などの表示看板を設置（高崎
市、玉村町、神川町、上里町）

• 河川氾濫に関する群馬県減災
対策協議会で必要箇所を整理
した上で設置（群馬県）

今年度
の
実施
内容

• 浸水想定区域内の電柱、学校、
公共施設等に浸水深、避難経
路などの表示看板を設置（藤岡
市、上里町）

• 電柱等に浸水深を表示した水
位標の設置に伴う支援を行った
（高崎市、埼玉県）

• 現地表示の促進に係る情報収
集（藤岡市）

• R5年度の実施に向け、調査・研
究を行った（玉村町）

• 利活用事例の共有（群馬県）
• 河川氾濫に関する群馬県減災
対策協議会で必要箇所を整理
した上で設置（群馬県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 霞堤防付近への災害リスクに
係る現地表示の設置検討（藤岡
市）

• 浸水リスクの高い町内3地区に
おいて、地元区と相談し決定し
た場所（電柱）に、想定浸水深
の情報の表示を行う（玉村町）
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取組
番号

31
取組
項目名

【重点】R4
自治体、地域住民、水防団等と洪水に対してリスク
が高い区間（重要水防箇所等）の共同点検を実施

取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、JR東日本高崎支社、
上信電鉄、高崎河川国道事務所

重点項目

実施
内容

• 洪水時に必要に応じて職員によ
る巡視（高崎市、藤岡市、玉村
町、神川町、上里町）

• 平常時の年1回の巡視（上里
町）

• 洪水時の点検計画の確認（神
川町）

• 河川巡視により得られた情報を、
関係機関、水防団等と情報共
有（高崎市、藤岡市、玉村町、
神川町、上里町）

• 自治体、地域住民、水防団等と
洪水に対してリスクが高い区間
（重要水防箇所等）の共同点検
を実施（各機関）

今年度
の
実施
内容

• 自治体・地域住民・水防団等と
洪水に対してリスクが高い区間
（重要水防箇所等）の共同点検
を実施（各機関）

• 河川巡視訓練を実施（玉村町、
下久保ダム管理所）

• 洪水時の点検計画の確認（神
川町）

• 河川巡視により得られた情報を、
関係機関（国、ダム等）、水防団
と情報共有する（神川町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 開催時は可能な限り参加予定
（前橋・熊谷地方気象台）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

緊急時に的確な水防活動を行うため、烏川に
おける洪水に対しリスクの高い区間（重要水
防箇所等）について、河川管理者と水防活動
に関わる関係者（水防活動に係る建設業者を
含む）及び地域自治会と共同して点検を実施
しました

令和4年度共同点検の参加機関
• 上里町（くらし安全課、道路整備課）
• 共同点検箇所近隣地域の自治会区長
• 上里町消防団
• 玉村町
• 藤岡市
• 高崎市
• 本庄市
• 神川町
• 水資源機構 下久保ダム管理所
• 気象庁 前橋地方気象台
• 高崎河川国道事務所

計 40 名

■各機関
• 烏川右岸0.4k地点付近（上里町八町河原地先）において自治体・地域住民・水防団等と共同点検を実施（R4.7.13）

R4重要水防箇所平面図（統括図）

共同点検実施箇所位置図

R2実施箇所

R3実施箇所

R1実施箇所

R4実施箇所

共同点検の様子 62



取組
番号

31
取組
項目名

【重点】R4
自治体、地域住民、水防団等と洪水に対してリスク
が高い区間（重要水防箇所等）の共同点検を実施

取組機関

高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、下久保ダム管理所、前橋地方気
象台、熊谷地方気象台、JR東日本高崎支社、
上信電鉄、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市
• 県との合同での重要水防箇所の点検（R4.6.1）

■玉村町
• 水防団による河川巡視訓練を行った（R4.5他）

■神川町
• 洪水時の点検計画の確認（R4.6）
• 河川巡視により得られた情報を、関係機関（国、ダム等）、水防団と情報共有する

■上里町
• 利根川上流河川事務所、本庄市と合同で洪水に対してリスクが高い区間（重要水防箇所等）の合同巡視を実施
（R4.6.21）

■群馬県
• 各土木事務所において、管内市町村の防災・土木担当および地域住民の代表者(町内会長等)と重要水防箇所の合
同点検を実施

■下久保ダム管理所
• 洪水対応演習時に下流巡視（実働）を実施（R4.5.12）
• 関係機関と合同巡視を実施（R4.7.13）

実施
内容

• 洪水時に必要に応じて職員によ
る巡視（高崎市、藤岡市、玉村
町、神川町、上里町）

• 平常時の年1回の巡視（上里
町）

• 洪水時の点検計画の確認（神
川町）

• 河川巡視により得られた情報を、
関係機関、水防団等と情報共
有（高崎市、藤岡市、玉村町、
神川町、上里町）

• 自治体、地域住民、水防団等と
洪水に対してリスクが高い区間
（重要水防箇所等）の共同点検
を実施（各機関）

今年度
の
実施
内容

• 自治体・地域住民・水防団等と
洪水に対してリスクが高い区間
（重要水防箇所等）の共同点検
を実施（各機関）

• 河川巡視訓練を実施（玉村町、
下久保ダム管理所）

• 洪水時の点検計画の確認（神
川町）

• 河川巡視により得られた情報を、
関係機関（国、ダム等）、水防団
と情報共有する（神川町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 開催時は可能な限り参加予定
（前橋・熊谷地方気象台）
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取組
番号

32
取組
項目名

水防団等への連絡体制の確認と伝達訓練の実施 取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県

実施
内容

• 災害対策本部から河川水位情報
について水防団へ連絡体制の確
認・更新（高崎市、藤岡市、玉村
町、神川町、上里町）

• メール等配信訓練・伝達訓練の
実施（高崎市、藤岡市、玉村町、
神川町、上里町、群馬県）

• 群馬県水防計画に基づく伝達系
統をもとにFAXにて連絡確認（群
馬県）

• 水位及び雨量については群馬県
水位雨量情報HPにて公開（群馬
県）

• 群馬県水防計画作成に併せ連
絡先の見直し（群馬県）

• 洪水対応演習の実施（埼玉県）

今年度
の
実施
内容

• 災害対策本部から水防団へ連絡
体制の確認、更新を実施（高崎
市）

• 職員及び水防団、関係機関等と
の連絡体制の確認（藤岡市）

• 図上訓練の実施により関係機関
との連絡体制の確認（藤岡市）

• 水防訓練の際に、水防団に配備
済みのIP無線を使用し、情報の
伝達訓練を実施した（玉村町）

• 消防団が連絡体制の確認、情報
伝達訓練を実施（神川町、上里
町）

• 「水防警報等支援システム」を稼
働し、運用（群馬県）

• 連絡先の見直し（群馬県）
• 洪水対応演習の実施（群馬県、
埼玉県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市
• 職員及び水防団、関係機関等との連絡体制の確認（R4.4）
• 図上訓練の実施による関係機関との連絡体制の確認（R3 1件（R3.8.27）、R4 1件（R4.8.19））

図上訓練の様子

■高崎市
• 災害対策本部から水防団への連絡体制の確認、更新を実施（R5.3）

■玉村町
• 水防訓練の際に、水防団に配備済みのIP無線を使用し、情報の伝達訓練を実施した（R4.8）

■神川町
• 毎月1日、15日に移動系無線機を使用した通信試験を実施

■群馬県・埼玉県
• 洪水対応訓練の実施

埼玉県知事の行う水位情報の通知及び周知

1 小山川・栗崎観測所

熊谷県土

陸上自衛隊

第３２普通科連隊
陸上自衛隊第１師団司令部(練馬駐屯地)

本庄市、美里町本庄県土

避難指示等：熊谷市、深谷市

避難指示等：本庄市、美里町

熊谷市、深谷市

埼玉県
災害対策課

（１）知事からの伝達

関係警察署
埼玉県警察本部
危機管理課

東日本電信電話㈱

埼玉事業部設備部

ア　利根川水系水位情報の通知及び周知伝達系統

埼玉県河川砂防課

県

：NTT 回線（県）メール

熊谷地方気象台

行田県土 行田市

避難指示等：行田市

水位情報の通知及び周知伝達系統（埼玉県） 64



取組
番号

32
取組
項目名

水防団等への連絡体制の確認と伝達訓練の実施 取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県
• 群馬県水防計画作成に併せ連絡先の見直し
• 「水防警報等支援システム」を稼働し、運用

出水時に県が行う水位到達情報、水防警報及びダム放流通知に関する支援システムを構築。リアルタイムの
水位情報・ダム情報を取得し、発表文の作成、ならびに FAX 、Eメールによる関係者への通知が容易に実施
できる機能を実装
→人為的ミスの削減や作業量の軽減

①発表文作成

②ＦＡＸ、メール発信
③受信確認

■上里町
• 消防団本部役員会議や消防団各種訓練・整備等での連絡体制の確認及び伝達訓練を実施している
河川の水位上昇による巡回や、浸水による土のう積みなど、団長及び本部からの連絡、または団同士での連携な
ど情報交換を含め連絡を取り合う手段として使用する。
※民間企業による通信網が通信可能な場合は、LINEを使用した連絡体制としている。平時より消防団（水防団）に
よるLINEグループが構築されており、連絡手段として使用している。LINEにより動画や静止画の撮影ができ、
データの転送により団員全員が映像として確認が行え、共通認識が図れる。

※令和2年度には各消防団（水防団）同士の情報伝達手段の多重化を図るべく、トランシーバーを購入し、団長及
び副団長、各分団に6台ずつ配備した。

実施
内容

• 災害対策本部から河川水位情報
について水防団へ連絡体制の確
認・更新（高崎市、藤岡市、玉村
町、神川町、上里町）

• メール等配信訓練・伝達訓練の
実施（高崎市、藤岡市、玉村町、
神川町、上里町、群馬県）

• 群馬県水防計画に基づく伝達系
統をもとにFAXにて連絡確認（群
馬県）

• 水位及び雨量については群馬県
水位雨量情報HPにて公開（群馬
県）

• 群馬県水防計画作成に併せ連
絡先の見直し（群馬県）

• 洪水対応演習の実施（埼玉県）

今年度
の
実施
内容

• 災害対策本部から水防団へ連絡
体制の確認、更新を実施（高崎
市）

• 職員及び水防団、関係機関等と
の連絡体制の確認（藤岡市）

• 図上訓練の実施により関係機関
との連絡体制の確認（藤岡市）

• 水防訓練の際に、水防団に配備
済みのIP無線を使用し、情報の
伝達訓練を実施した（玉村町）

• 消防団が連絡体制の確認、情報
伝達訓練を実施（神川町、上里
町）

• 「水防警報等支援システム」を稼
働し、運用（群馬県）

• 連絡先の見直し（群馬県）
• 洪水対応演習の実施（群馬県、
埼玉県）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
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取組
番号

33
取組
項目名

【重点】
関係機関と連携した水防技術の継承等のための
水防訓練の実施

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、前橋地方気象台、熊谷地方気象
台、高崎河川国道事務所

重点項目

実施
内容

• 市防災訓練に併せて水防技術の継承等の
ための水防訓練の実施（高崎市、藤岡市、
玉村町）

• 神流川沿岸水害予防組合主催の水防訓
練の実施（神川町）

• 関係機関と連携して水防工法の普及や水
防訓練の実施（神川町）

• 坂東上流水害予防組合及び神流川水害
予防組合主催の水防訓練（上里町）

• 利根川水系連合総合水防演習（群馬県、
高崎河川国道事務所）

• 水防技術講習会（群馬県）
• 関係機関と連携した水防技術の継承等の
ための水防訓練の実施（埼玉県）

• 災害対策用機器操作講習会の実施（高崎
河川国道事務所）

• 近隣市町、県の総合防災訓練への参加
（高崎河川国道事務所）

• 国、県、及び市町が行う水防訓練へ参加
（前橋・熊谷地方気象台）

今年度
の
実施
内容

• 市保有の排水ポンプ車操作訓練を関係機
関と連携して実施（高崎市）

• 水防団による水防工法訓練の実施及び自
主防災組織への土のうの配布（藤岡市）

• 消防署と連携し、水防団による水防訓練を
実施した（河川巡視訓練、積み土のう訓練
等）（玉村町）

• 神流川水害予防組合主催の水防訓練の
実施（神川町、上里町）

• 茨城県で開催された水防演習、国交省主
催の水防技術講習会に参加（群馬県）

• 水防技術講習会の実施（埼玉県）
• 災害対策用機器操作講習会を実施（高崎
河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 訓練の開催時は、可能な限り参加を検討
（前橋・熊谷地方気象台）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市
• R4.5.8に水防団による水防工法訓練を実施した
• ここで作成した土のうは、自主防災組織と連携
し、地域に配布する等に活用している

水防工法訓練の様子

■玉村町
• 消防署と連携し、水防団による水防訓練を実施
した（河川巡視訓練、積み土のう訓練等）（R4.8）

■神川町・上里町
• 神川町・上里町で構成する神流川水害予防組合で水防技術研修を実施した（R4.6.19）

• 場所：神川町消防団第3分団詰所
• 講師：児玉郡市広域消防本部各分署署員
• 参加者：神川町消防団、上里町消防団、広域消防本部、神川・上里町職員
• 研修内容：水防工法等について（土のう作り・積み土のう工法、中継送水、ロープワーク）
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取組
番号

33
取組
項目名

【重点】
関係機関と連携した水防技術の継承等のための
水防訓練の実施

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、前橋地方気象台、熊谷地方気象
台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■群馬県
• 茨城県で開催された水防演習、国交省主催の水防技術講習会に参加

水防演習（来賓として参加） 水防技術講習会（河川課職員2名参加）

■埼玉県
• 水防技術講習会（埼玉県深谷市）の実施

土のう作り 積み土のう工 五徳縫い工 釜段工

■高崎市
• 市保有の排水ポンプ車操作訓練を関係機関と連携して実施（R4.5.31）

排水ポンプ車操作訓練の様子（R4.5.31）

実施
内容

• 市防災訓練に併せて水防技術の継承等の
ための水防訓練の実施（高崎市、藤岡市、
玉村町）

• 神流川沿岸水害予防組合主催の水防訓
練の実施（神川町）

• 関係機関と連携して水防工法の普及や水
防訓練の実施（神川町）

• 坂東上流水害予防組合及び神流川水害
予防組合主催の水防訓練（上里町）

• 利根川水系連合総合水防演習（群馬県、
高崎河川国道事務所）

• 水防技術講習会（群馬県）
• 関係機関と連携した水防技術の継承等の
ための水防訓練の実施（埼玉県）

• 災害対策用機器操作講習会の実施（高崎
河川国道事務所）

• 近隣市町、県の総合防災訓練への参加
（高崎河川国道事務所）

• 国、県、及び市町が行う水防訓練へ参加
（前橋・熊谷地方気象台）

今年度
の
実施
内容

• 市保有の排水ポンプ車操作訓練を関係機
関と連携して実施（高崎市）

• 水防団による水防工法訓練の実施及び自
主防災組織への土のうの配布（藤岡市）

• 消防署と連携し、水防団による水防訓練を
実施した（河川巡視訓練、積み土のう訓練
等）（玉村町）

• 神流川水害予防組合主催の水防訓練の
実施（神川町、上里町）

• 茨城県で開催された水防演習、国交省主
催の水防技術講習会に参加（群馬県）

• 水防技術講習会の実施（埼玉県）
• 災害対策用機器操作講習会を実施（高崎
河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 訓練の開催時は、可能な限り参加を検討
（前橋・熊谷地方気象台） 67



取組
番号

33
取組
項目名

【重点】
関係機関と連携した水防技術の継承等のための
水防訓練の実施

取組機関
高崎市、藤岡市、玉村町、神川町、上里町、群
馬県、埼玉県、前橋地方気象台、熊谷地方気象
台、高崎河川国道事務所

重点項目

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎河川国道事務所
• 災害対策用機器操作講習会を実施

地震や洪水などの大規模災害に備え、排水ポンプ車や照明車などの機器を適切に運用・操作できるよう、
機器操作訓練を実施した
• 実施日時 R4.7.22
• 開催場所 群馬県高崎市高松町地先（烏川左岸和田橋下付近）
• 訓練参加者（全116名）

国土交通省職員・自治体職員
災害協定会社

• 訓練機器
排水ポンプ車、照明車、対策本部車、待機支援車、衛星通信機器

実施
内容

• 市防災訓練に併せて水防技術の継承等の
ための水防訓練の実施（高崎市、藤岡市、
玉村町）

• 神流川沿岸水害予防組合主催の水防訓
練の実施（神川町）

• 関係機関と連携して水防工法の普及や水
防訓練の実施（神川町）

• 坂東上流水害予防組合及び神流川水害
予防組合主催の水防訓練（上里町）

• 利根川水系連合総合水防演習（群馬県、
高崎河川国道事務所）

• 水防技術講習会（群馬県）
• 関係機関と連携した水防技術の継承等の
ための水防訓練の実施（埼玉県）

• 災害対策用機器操作講習会の実施（高崎
河川国道事務所）

• 近隣市町、県の総合防災訓練への参加
（高崎河川国道事務所）

• 国、県、及び市町が行う水防訓練へ参加
（前橋・熊谷地方気象台）

今年度
の
実施
内容

• 市保有の排水ポンプ車操作訓練を関係機
関と連携して実施（高崎市）

• 水防団による水防工法訓練の実施及び自
主防災組織への土のうの配布（藤岡市）

• 消防署と連携し、水防団による水防訓練を
実施した（河川巡視訓練、積み土のう訓練
等）（玉村町）

• 神流川水害予防組合主催の水防訓練の
実施（神川町、上里町）

• 茨城県で開催された水防演習、国交省主
催の水防技術講習会に参加（群馬県）

• 水防技術講習会の実施（埼玉県）
• 災害対策用機器操作講習会を実施（高崎
河川国道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 訓練の開催時は、可能な限り参加を検討
（前橋・熊谷地方気象台） 68



取組
番号

34
取組
項目名

水防団員の実働者（担い手）の確保 取組機関 玉村町、神川町、上里町

実施
内容

• 水防活動の担い手となる水防
協力団体を募集（広報活動）す
る（玉村町、神川町、上里町）

• 水防団の指定（玉村町、神川
町）

• 水防団の人数、年齢構成を把
握（神川町）

今年度
の
実施
内容

• 成人式等のイベントやSNS（イン
スタグラム）を活用して、水防団
（消防団）の勧誘を行っている
（玉村町）

• 広報、ホームページ等により消
防団員（水防団員）を募集（神川
町）

• 公共施設等でポスターやチラシ
等により消防団（水防団）の募
集（広報活動）を実施している
（上里町）

• 成人の日に女性消防団員によ
るPR活動を実施する（上里町）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■玉村町
• 成人式等のイベントやSNS（インスタグラム）を活用して、
水防団（消防団）の勧誘を行っている

■神川町
• 広報、ホームページ等により消防団員（水防団員）を
募集（広報 R4.12）

■玉村町
• 公共施設等でポスターやチラシ等により消防団（水防団）の募集（広報活動）を実施している
• 成人の日に女性消防団員によるPR活動を実施する
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取組
番号

35
取組
項目名

【重点】R4
排水作業準備計画（案）に基づく関係機関と連携し
た緊急排水活動の実働訓練の実施

取組機関 高崎市、藤岡市、群馬県、高崎河川国道事務所 重点項目

実施
内容

• 排水作業準備計画（案）に基づ
くポンプ車等による排水実働訓
練の実施、参加（各機関）

• 排水作業時の改善点等を検証
して計画に反映（高崎河川国道
事務所）

今年度
の
実施
内容

• 国交省主催の災害対策用機
器操作講習会への参加（高崎
市、藤岡市、高崎河川国道事
務所）

• 市保有の排水ポンプ車操作訓
練の実施（R4.5.31）（高崎市）

• 排水ポンプ車運用マニュアル
に基づくポンプ車等による排水
実動訓練を実施（4事務所/5
台）（群馬県）

• 玉村町五科地区で開催された
排水訓練に参加（高崎河川国
道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施
• 排水ポンプ車運用マニュアルに
基づくポンプ車等による排水実
動訓練を実施（4事務所/5台）
（群馬県）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■高崎市

• 市保有の排水ポンプ車操作訓練（R4.5.31）

排水ポンプ車操作訓練の様子（R4.5.31）

■高崎市・藤岡市・高崎河川国道事務所

• 国交省主催の災害対策用機器操作講習会への参加（R4.7.22）

■群馬県

• 排水ポンプ車運用マニュアルに基づくポンプ車等によ
る排水実動訓練を実施（4事務所/5台）

高崎地域部会による
訓練写真（R4.7）

伊勢崎地域部会による
訓練写真（R4.5）

■高崎河川国道事務所

• 玉村町五科地区で開催された排水訓練に参加（R4.8.4）

玉村町五科地区 排水訓練の様子
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取組
番号

36
取組
項目名

排水作業準備計画（案）に基づく排水樋管の管理
者（操作委託者）による樋管操作訓練の実施

取組機関 高崎市、藤岡市、玉村町、高崎河川国道事務所

実施
内容

• 樋管操作訓練の実施（高崎市、
藤岡市、玉村町）

• 樋管の操作及び点検を自治体
に委託、操作点検を毎月実施
（高崎河川国道事務所）

• 出動体制確保、日常管理体制
確保の実施（高崎河川国道事
務所）

今年度
の
実施
内容

• 訓練の実施検討（藤岡市）
• 五料地区で実施した排水訓練
の際に、樋管操作訓練も併せて
実施した（玉村町、高崎河川国
道事務所）

実施
予定

• 従来の取組を継続実施（玉村町、
高崎河川国道事務所）

• 訓練の実施検討（高崎市、藤岡
市）

取組状況（図面、写真等を用い、できるだけ数値を用いて具体的に記載）

■藤岡市

• 訓練の実施検討

■玉村町・高崎河川国道事務所
• 五料地区で実施した排水訓練の際に、矢川樋管の樋管操作訓練も併せて実施した（R4.8.4）

高崎河川国道事務所 提供 玉村町 提供

玉村町 提供
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